
日
本
の
油
業
は
、
周
囲
に
暖
流
と
寒
流
が
交
錯
す
る
生
産
力
豊
か
な
水
域
を
打
し
て
い
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
条
件
を
背
娯
に
し
て
、
漁

業
者
の
積
極
的
な
展
開
に
よ
っ
て
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
発
展
を
成
し
遂
げ
、
国
民
へ
の
動
物
性
た
ん
ば
く
質
の
供
給
と
い
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
―

;oo海
里
時
代
の
到
来
に
よ
り
海
外
漁
場
の
大
幅
な
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
、
日
本

周
辺
水
域
で
の
資
源
水
準
の
低
下
、
憔
業
経
営
の
悪
化
、
礁
業
就
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
等
の
種
々
の
間
題
に
直
面
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
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礁
業
を
主
と
す
る
水
域
の
利
用
と
環
境
保
全
に
関
す
る
法
の
あ
り
方

雄充也
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こ
の
中
で
日
本
の
漁
業
に
は
次
の
五
つ
の
基
本
的
な
課
題
が
あ
る
と
、
政
府
は
考
え
て
い
る
。
①
日
本
周
辺
水
域
の
持
続
的
か
つ
高
度

な
利
用
、
②
消
費
者
・
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
国
産
水
産
物
の
供
給
態
勢
の
確
立
、
③
環
境
に
も
配
慮
し
た
海
洋
生
物
資
源
の
適
切

な
管
理
と
合
理
的
利
用
、
④
足
腰
の
強
い
漁
業
経
営
の
早
急
な
る
確
立
、
⑤
漁
業
を
核
と
し
た
魅
力
あ
る
定
住
圏
づ
く
り
。

こ
の
う
ち
、
日
本
周
辺
水
域
の
持
続
的
か
つ
高
度
な
利
用
の
た
め
に
、
政
府
は
、
樵
場
環
境
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

強
い
底
魚
類
等
を
中
心
に
総
じ
て
低
水
準
に
あ
る
水
産
資
源
に
つ
い
て
、
そ
の
維
持
回
復
を
図
る
資
源
管
理
型
漁
業
の
実
施
・
定
着
化
や
、

人
為
的
手
法
を
用
い
て
資
源
増
大
を
図
る
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
実
施
・
拡
大
を
引
続
き
押
し
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

樵
業
は
次
の
よ
う
な
特
性
を
有
す
る
た
め
、
特
に
資
源
管
理
が
必
要
な
産
業
で
あ
る
。
漁
業
は
採
捕
型
の
生
産
が
中
心
で
野
生
の
生
物

を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
生
産
の
質
と
惜
が
魚
介
類
な
ど
資
源
の
自
然
的
性
質
や
数
情
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
。
移
動
に
よ
っ
て

魚
類
な
ど
の
生
息
す
る
位
岡
や
状
態
が
変
化
す
る
た
め
に
、
広
い
水
域
に
人
り
会
う
方
が
安
定
的
に
高
い
生
産
性
を
確
保
で
き
る
が
、

の
反
面
、
無
主
物
先
占
の
法
罪
の
も
と
で
多
数
の
漁
船
が
人
り
会
っ
て
競
争
的
に
樵
獲
す
る
。

油
獲
努
力
斌
が
一
定
水
準
を
超
え
る
と
、

そ

そ
の
増
大
が
樵
獲
嬬
の
減
少
を
も
た
ら
す
。
最
適
の
漁
獲
努
力
情
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
最

大
の
漁
獲
星
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら
、
資
源
の
再
生
産
を
図
る
た
め
の
合
理
的
な
漁
獲
努
力
に
つ
い
て
規
制
措
償
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
が
資
源
管
理
型
挽
業
で
あ
る
。
資
源
管
理
型
挽
業
は
、
規
制
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
対
象
水
域
に
人
為
的
な
干
渉
を
加
え
て
生
物
生

つ
く
り
育
て
る
憔
業
は
、
資
源
増
大
を
図
る
た
め
に
、
水
産
資
源
を
養
殖
し
、
栽
培
し
て
放
流
し
、

成
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
資
源
を
栽
培
し
て
放
流
す
る
栽
培
樵
業
は
、

か
つ
そ
の
生
育
の
場
を
追

そ
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
、
放
流
後
の
採
捕
制
限
な

ど
資
源
の
保
護
管
理
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
源
管
理
型
柳
業
と
栽
培
樵
業
と
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

次
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
海
洋
生
物
資
源
の
適
切
な
管
理
と
合
理
的
利
用
と
い
う
課
題
は
、
地
球
環
境
の
保
全
へ
の
関
心
の
高
ま
り

他
方
、

産
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
積
極
的
な
措
憤
の
側
面
も
持
つ
。
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憔業をtとする水域の利用と環境保全に関する法のあり方 c+.田・中山・田中）

げ
る
次
第
で
あ
る
。

漁
業
に
関
す
る
法
制
度

を
背
景
と
す
る
野
生
生
物
の
保
護
や
海
洋
生
態
系
の
保
全
の
観
点
か
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

U
N
C
E
D
で
合
意
さ
れ
た
資
源

の
持
続
的
開
発
の
理
念
に
従
っ
て
、
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
科
学
的
知
見
や
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
く
適
切
な
保
存
管
理
措
置

に
立
脚
し
た
責
任
あ
る
漁
業
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
市
要
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
課
題
は
、
地
球
環
境
保
全
の
観
点
か
ら

重
要
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
挽
業
生
産
力
の
向
じ
を
図
り
、
か
つ
安
全
な
水
産
物
を
生
産
、
供
給
す
る
た
め
の
油
場
環
境
の
保
全
と
い

う
意
味
で
も
、
こ
の
課
題
は
き
わ
め
て
爪
要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
水
域
の
持
続
的
か
つ
高
度
な
利
用
、
海
洋
生
物
資
源
の
適
切
な
管
理
・
利
用
な
い
し
漁
場
環
境
の
保
全
と
い
う
課
題
は
、

ど
の
よ
う
な
法
制
度
に
支
え
ら
れ
て
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
関
す
る
法
制
度
は
、
そ
の
目
的
と
関
係
行
政
庁
の
相
違
か
ら
、
樵
業
に
関
す
る
も
の
と
環
境
保
全
に
関
す
る
も
の
と
に
分
か
れ

る
。
我
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
制
度
を
概
観
し
た
上
、
こ
の
課
題
の
観
点
か
ら
そ
の
法
制
度
を
検
討
し
、
今
後
の
水
域
の
利
用
・
管
理
に

関
す
る
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

本
稿
は
、
瀬
戸
内
海
水
産
環
境
研
究
会
（
代
表
、
岡
市
友
利
香
川
大
学
長
）
が
一
九
九
二
年
か
ら
三
年
間
行
っ
て
き
た
「
瀬
戸
内
海
に

お
け
る
有
用
水
産
資
源
の
持
続
的
生
廂
と
環
境
保
全
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」
第
六
班
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
こ
の
序
論
か
ら
三
ま
で

は
、
三
名
の
共
同
の
見
解
で
あ
る
が
、

四
の
補
論
は
中
山
の
独
自
の
見
解
で
あ
る
。
執
筆
は
中
山
が
担
当
し
た
。
こ
の
共
同
研
究
は
日
本

生
命
財
団
の
助
成
を
受
け
た
。
ま
た
、
多
く
の
方
か
ら
貴
屯
な
助
言
と
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
同
財
団
と
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
巾
し

t
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こ
の
原
則
を
制
限
す
る
漁
業
権
と
憔
業
警
察
（
許
可
）

公
共
用
水
面
又
は
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
な
す
水
面
（
公
水
）

る
。
油
業
法
は
、

を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、

（ア）
で、

(
8
)
 

樵
業
権

そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
一
律
に
漁
業
自
由
の
厭
則
が
妥
当
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
漁
業
生
産
に
関
す
る
法
制
度

(
l
)
 

の
制
度
を
定
め
、
漁
業
者
（
漁
業
を
営
む
者
）

と
漁
業

水
面
利
用
秩
序

我
々
は
、

ま
ず
、
油
業
に
よ
る
水
佃
の
利
川
が
、

号
）
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。

号
）
、
沿
岸
旅
場
賂
備
開
発
法
（
昭
和
四
九
年
五
月
一
七
日
法
律
四
九
号
）
及
び
洵
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
六
年
五
月
一
七

日
法
律
六

0
号）

に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

制
度
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

に
関
す
る
法
制
度
が
、

で）

し、

そ
の
内
容
は
、
樵
業
生
産
の
発
展
を
図
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
に
定
め
ら
れ
た
他
の
諸

礁
業
に
関
す
る
諸
法
律
は
一
．
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
―
つ
は
、
水
面
利
川
の
秩
庁
づ
け
の
観
点
か
ら
制
限
措
漑
を
定
め
た
諸
法
律
で
あ
り
、

漁
業
法
（
昭
和
二
四
年
―
二
月
一
五
日
法
律
二
六
七
号
）

振
興
法
（
昭
和
三
八
年
八
月
一
日
法
律
／
ハ
五
号
）

と
水
産
資
諒
保
設
法
が
そ
の
、
E
な
も
の
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、
沿
岸
樵
業
笠

を
桔
本
に
す
る
諸
法
律
で
、
挽
業
振
興
の
観
点
か
ら
奨
励
・
助
長
措
附
を
定
め
る
も

の
で
あ
り
、
沿
i

庁
憔
場
整
備
閲
発
法
、
海
汗
水
産
賓
源
開
発
促
進
法
、
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
一

1

三
年
一
―
一
月

□

九
日
法
律

□

四
-
.

こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
秩
庁
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
概
観
し
、

こ
れ
ら
の
法
律
に
珪
づ
き
挽
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
伽
興
措
置
が
と
ら
れ
る
の
か
、

水
域
の
持
続
的
か
つ
高
度
な
利
用
に
関
す
る
法
制
度
は
、

そ
し
て
、
水
域
の
持
続
的
か
つ
翡
度
な
利
川

そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
骰
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

は
、
公
悔
、
領
海
、
及
び
内
水
面
（
河
川
、
湖
沼
等
）

主
と
し
て
水
産
賣
源
保
渡
法

に
分
類
で
き

（
昭
和
一
正
六
年
―
―
一
月
一
七
日
法
律

四
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―
一
条
）
。
免
許
は
巾
請
者
の
う
ち
適
格
性
を
行
す
る
も
の
だ
け
に
サ
え
ら
れ
、

満
た
す
漁
業
協
同
組
合
又
は
樵
業
協
同
組
合
連
合
会
だ
け
に
免
許
さ
れ
る

)
ご
ょ
、

っ
し
一
，

条
）
。
例
え
ば
、
樵
業
者
又
は
漁
業
従
事
者
が
優
先
さ
れ
る
。
特
定
の
区
画
挽
業
権
は
、
旅
業
協
同
組
合
又
は
挽
業
協
同
組
合
連
合
会
に

最
優
先
で
免
許
さ
れ
る
。
自
営
者
の
み
に
免
許
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
共
同
旅
業
権
と
特
定
区
両
漁
裳
権
は
、

設
定
す
る

そ
の
他
の
法
人
又
は
個
人
も
適
格
性
を
持
ち
、
法
定
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
、
免
許
の
rlJ
否
が
決
定
さ
れ
る

(
;
0、

権
の
目
的
が
欧
米
の
有
力
諸
国
で
内
水
面
旅
業
を
中
心
と
す
る
の
と
は
異
な
り
、

の
沿
海
の
挽
利
が
血
立
富
で
財
産
的
価
値
が
高
く
、

日
本
で
は
海
面
樵
業
が
主
な
も
の
で
あ
る
の
は
、

か
つ
、
こ
れ
に
つ
い
て
権
利
を
認
め
る
慣
行
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
た
め
で
あ
る

漁
業
権
は
、
都
珀
府
県
知
市
が
樵
業
種
類
、
樵
場
の
位
附
及
び
区
域
、
樵
業
時
期
な
ど
を
定
め
た
旅
場
計
画
に
従
い
、
免
許
に
よ
っ
て

（
一
四
条
）
。

共
詞
油
哭
権
は
、

五

日
本

そ
れ
に
対
し
、
定
附
憔
業
権
と
区
両
漁
業
権
に

そ
れ
を
自
営
し
な

＾ 
~t. 

九

一
定
の
要
件
を

と
い
わ
れ
て
い
る
。

業
権
で
あ
っ
て
、

内
水
面
の
油
業
に
つ
い
て
は
そ
の
特
殊
性
に
応
じ
て
特
別
の
規
定

（
一
て
七
—
一
三
一
一
条
）が
賀
か
れ
て
い
る
。

漁
業

憔
業
権
は
主
と
し
て
洵
面
に
設
定
さ
れ
、

（
九
条
）
。

た
だ
第
五
種
共
同
樵
業
を
日
的
と
す
る
共
同
樵
業
権
だ
け
が
内
水
面
挽
業
を
主
眼
と
す
る
樵

の
入
漁
権
に
基
づ
く
の
で
な
け
れ
ば
常
ん
で
は
な
ら
な
い

共
同
に
利
用
し
て
営
む
五
種
の
共
同
煎
業
に
つ
い
て
詔
め
ら
れ
る
権
利
で
あ
る

（
六
条
）
。
定
置
漁
業
と
区
両
油
業
は
、
樵
業
権
と
後
述

「
区
画
挽
業
権
」

は

9定
の
区
域
内
に
お
い
て
常
む
投
殖
哭
で
あ
る
二
種
の
区
圃
挽
業
に
つ
い
て
、

「
共
同
樵
炎
権
L

は
二
疋
の
水
訓
を

又
は
養
殖
の
事
業
）

の
種
類
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

「
定
附
漁
業
権
」

は
娩
具
を
定
骰
し
て
営
む
定
附
挽
業
に
つ
い
て
、

従
事
者
（
油
業
者
の
た
め
に
水
産
動
柏
物
の
採
捕
又
は
養
殖
に
従
巾
す
る
者
）
を
主
体
と
す
る
挽
業
調
整
機
構
い
連
用
に
よ
っ
て
水
面
を

総
合
的
に
利
用
し
て
、
樵
業
生
産
力
を
発
展
さ
せ
、
併
せ
て
礁
業
の
民
主
化
を
図
る

（
一
条
）
。

「
旅
業
権
」
と
は
、
定
附
挽
業
権
、
区
両
漁
業
権
及
び
共
同
油
業
権
で
あ
る
。
こ
の
三
種
類
の
挽
業
権
は
勲
業
（
水
産
動
柏
物
の
採
捕
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な
れ
な
い

（
四
三
条
一
項
）
。

こ
と
が
で
き
な
い

を
生
じ
る
漁
業
権
行
使
規
則
又
は
入
油
権
行
使
規
則
に
定
め
ら
れ
る

（
八
条
）
。

物
の
増
殖
に
適
し
て
お
り
、

（一ー一、

四
六
条
）
。

い
漁
業
協
同
組
合
又
は
挽
業
協
同
組
合
連
合
会
に
も
免
許
さ
れ
る
。
内
水
面
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
は
、

そ
の
内
水
面
が
水
産
動
梢

か
つ
、
免
許
を
受
け
た
者
が
そ
こ
で
水
産
動
植
物
の
増
殖
を
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
免
許
さ
れ
な
い

漁
業
協
同
組
合
又
は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、
他
人
の
共
同
漁
業
権
又
は
特
定
区
両
油
業
権
に
属
す
る
漁
場
に
お
い
て
そ
の
漁
業
権

の
内
容
た
る
漁
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
営
む
権
利
を
、

そ
の
者
と
の
設
定
行
為
に
よ
っ
て
取
得
で
ぎ
る
。
こ
の
権
利
を
「
入
曲
権
」
と

そ
し
て
、
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
た
る
漁
業
者
又
は
油
業
従

11者
で
一
定
の
資
格
に
該
灯
す
る
も
の
は
、
漁
業
協
同
組
合
又
は
挽
業

協
同
組
合
連
合
会
の
有
す
る
特
定
区
画
樵
業
権
、
共

M
挽
業
権
又
は
人
漁
権
の
範
囲
内
に
お
い
て

の
資
格
は
、

そ
の
漁
業
協
同
組
合
又
は
油
業
協
同
組
合
連
合
会
が
総
会
の
議
決
に
よ
っ
て
制
定
し
都
道
府
県
知
市
の
認
可
に
よ
っ
て
効
力

漁
業
権
は
五
年
、

権
利
の
存
続
期
間
は
、
共
同
油
業
権
と
真
珠
捉
殖
業
又
は
大
規
模
な
魚
類
性
殖
業
を
内
容
と
す
る
区
両
樵
業
権
は
一

0
年、

人
漁
権
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
そ
の
日
的
た
る
旅
業
権
の
存
続
期
間
と
同
じ
で
あ
る

漁
業
権
と
人
漁
権
は
物
権
と
み
な
さ
れ
る

（
二
三
条
一
項
、

四
三
条
一
項
）
。

い
う
（
七
条
、

四
一
一
条
の
二
）
。

七
条
）
。

そ
の
他
の

し
か
し
、
油
業
権
は
、
相
続
又
は
法
人
の
合
併
に
よ
る

場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
移
転
の
目
的
に
な
れ
ず
、
担
保
の
目
的
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
制
限
を
受
け
、

ま
た
、
貸
付
の
目
的
に
な
る

（
三
予
二
六
、
三

0
条
）
。
人
旅
権
は
、
譲
渡
又
は
法
人
の
合
併
に
よ
る
取
得
の
対
象
と
な
る
ほ
か
、
権
利
の
日
的
に

都
道
府
県
知
事
は
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
樵
業
権
に
制
限
又
は
条
件
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
と
き
又
は
漁
業
権
者
が
油
業
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
漁
業
権
を
変
更
し
、
取
消
し
、

又
は
そ
の
行
使
の
停
止

五
叩
業
を
営
む
権
利
」
を
有
す
る
。

--L 
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漁業をtとする水域の利用と環境保全に関する法のあり方 CL田・中山・田中）

日
本
の
領
海
は
沿
岸
―
二
海
里
ま
で
で
あ
り

（
領
海
法
（
昭
和
五
二
年
五
月
二
日
法
律
三

0
号）

七

一
条
）
、
領
梅
と
内
水
面
と
が
日
本
の

う
制
度
が
あ
る

（
二
ニ
、
二
五
、
一

1

六
条
）
。

船
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い

（
六
六
条
一
項
）
、

そ
の
他
の
憔
業
も
、

（
六
五
条
一
項
）
。
あ
る

（
五
二
条
）
。

（
三
四
、
三
九
条
）
。
休
業
が
一
定
期
間
続
け
て
な
さ
れ
た
場
合
は
、
漁
業
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
、
漁

業
権
者
が
免
許
の
適
格
性
を
失
っ
た
場
合
は
、
漁
業
権
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

政
府
間
の
取
り
決
め
、
漁
場
の
位
置
そ
の
他
の
関
係
卜
制
限
措
附
を
統
一
し
て
講
ず
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
遠
洋
漁
業
と
沖
合
挽
業

は
、
政
令
に
よ
っ
て
「
指
定
油
業
」
と
さ
れ
、
船
舶
ご
と
に
国
の
主
務
大
臣
の
許
nJ
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
た
、
主
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
礁
業
取
締
そ
の
他
漁
業
調
整
の
た
め
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
・
処
理
、
漁
具
・
漁
船
、
漁

業
者
の
数
・
資
格
等
に
関
す
る
制
限
又
は
禁
止
に
つ
い
て
、
必
要
な
省
令
又
は
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

種
の
漁
業
に
つ
い
て
は
、
船
舶
ご
と
に
都
道
府
県
知
事
の
許
d
J
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

省
令
又
は
規
則
に
よ
り
主
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
に
か
か
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

礁
船
の
建
造
は
、
礁
船
法
（
昭
和
二
五
年
五
月
一
三
日
法
律
一
七
八
号
）

に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。
農
林
水
産
大
臣
は
、
漁
業
調
整
そ

の
他
公
益
上
の
見
地
か
ら
漁
船
の
建
造
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
区
域
別
又
は
種
類
別
に
動
力
船
の
隻
数
、
合
計
総

ト
ン
数
の
最
高
限
度
又
は
性
能
の
基
準
を
設
定
す
る

県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（イ）

許
可
漁
策

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

（
三
条
）
。
動
力
漁
船
を
建
造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府

（
三
条
の
二
）
。
漁
船
は
都
道
府
県
知
事
が
備
え
る
漁
船
原
簿
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
、
憔

（
九
条
）
。
他
方
で
、
農
林
水
産
大
臣
が
依
頼
を
受
け
て
憔
船
に
つ
い
て
検
査
、
設
計
又
は
試
験
を
行

外
国
樵
船
に
つ
い
て
は
、
日
本
漁
業
の
正
常
な
秩
序
の
維
持
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
目
的
で
、
特
別
の
規
制
が
な
さ
れ
る
。

（
三
七
、
一
こ
八
条
）
。
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験
委
員
が
こ
れ
に
加
わ
る

(
1
0
六、

（
八
五
、

八
六
条
）
。
連
合
悔
区
樵
業
調
整
委

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、

そ
の
洵
区
の
沿
庁
に
住
所
又
は
巾
業
場
を
持
つ
訛
民
に
よ
っ
て
選
学
さ
れ
た
二
几
名
の
旅
氏
委
員
、

都
道

委
員
会
が
附
か
れ
る

（
挽
業
法
八
四
、

・o五、
1
0九、

――

-̂0条）。

各
海
域
に
、

又
は
特
定
の
日
的
の
た
め
必
要
に
応
じ
て
連
合
悔
区
樵
業
調
瞥
委
員
会
が
、

そ
し
て
、

都
道
府
県
ご
と
に
内
水
而
漁
場
竹
即

（ウ）
な
い
こ
と
と
す
る

（
五
—
―
一
条
）
。

（
六
条
）
。

（
四
条
）
、
外
閂
樵
船
が
関
仔
す
る
油

水
域
で
あ
る
。
外
国
人
樵
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
二
年
七
月
一
四
日
法
律
六

0
号
）
は
、
日
本
の
水
域
で
外
国
油
船
が
樵
業

（一1
一
条
）
、
日
本
の
水
域
以
外
の
水
域
に
お
け
る
外
国
油
船
の
旅
業
活
動
を
助
長
し
な
い

と
い
う
日
的
で
、

日
本
の
港
へ
の
外
国
樵
船
の
省
港
に
つ
い
て
は
、
海
難
を
避
け
る
場
合
、
外
国
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
礁
獲
物
を
陸
揚
げ

す
る
場
合
な
ど
一
定
の
場
合
を
除
き
、
農
林
水
賄
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

獲
物
と
そ
の
製
品
の
転
載
、
積
み
込
み
及
び
陸
揚
げ
を
生
止
す
る

さ
ら
に
、
油
業
水
域
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
昭
和
五
二
年
五
月
一
．
日
法
律
三
一
号
）

油
業
調
整
機
構

と
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し

は
、
水
産
資
源
の
適
切
な
保
存
と
管
理
を
図
る

た
め
、
沿
倅
二

0
0洵
屯
ま
で
の
油
業
水
域
に
お
け
る
漁
業
と
水
廂
動
柏
物
の
採
捕
に
つ
い
て
、

府
県
知
事
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
学
識
経
験
委
員
四
名
及
び
公
益
代
表
委
員
二
名
か
ら
な
る

日
本
が
管
轄
権
を
有
す
る
と
定
め

1

四
条
）
、
外
国
人
は
、
樵
業
水
域
に
お
い
て
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
IIJ
を
受
け
な
け
れ
ば
漁
業
と
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
行
っ
て
は
な
ら

漁
業
調
整
機
構
と
し
て
、
主
務
大
臣
が
定
め
る
栂
区
ご
と
に
海
区
油
業
調
整
委
員
会
が
平
似
か
れ
、
瀬
戸
内
悔
、
玄
悔
、
及
び
有
明
悔
の

員
会
は
、
主
と
し
て
洵
区
樵
業
調
幣
委
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
か
ら
な
り
、
都
道
府
県
知
市
又
は
主
務
大
臣
が
選
任
し
た
学
識
経

1
0九
条
）
。
内
水
而
油
場
管
理
委
員
会
の
委
員
は
、
代
表
的
な
挽
業
者
、
代
表
的
な
水
産
動
柏

}¥ 
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ん,.,.

弔—... 
.. 

に
ヽ

水
廂
動
物
が
廂
卵
し
、

椎
魚
が
生
育
し
、

九

又
は
水
産
動
植
物
の
種
伯
が
発
生
す
る
の
に
適
し
て
い
る
水
面
の
区
域
を
保
詭
水

L‘ 
（） 

一
三
条
）
。

つ
い
て
、
必
要
な
省
令
又
は
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

（エ）
物
の
採
捕
者
及
び
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
都
道
府
県
知
事
が
選
任
す
る

都
道
府
県
知
事
は
、
樵
場
計
画
の
決
定
・
変
更
、
煎
業
権
の
免
許
・
変
更
・
制
限
•
取
消
等
の
屯
要
な
行
政
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、

海
区
憔
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
委
員
会
は
こ
れ
ら
に
つ
き
公
聴
会
を
開
苔
利
主
口
閃
係
人
の
怠
見
を
間
い
て

業
調
賂
委
員
会
又
は
連
合
海
区
漁
党
調
整
委
員
会
は
、

業
権
・
入
憔
権
の
適
切
な
行
使
、
樵
場
の
使
川
に
関
す
る
紛
争
の
防
止
・
解
決
、

動
植
物
の
採
捕
に
関
す
る
制
限
又
は
禁
止
、
漁
業
者
の
数
・
油
場
の
使
用
に
関
す
る
制
限
そ
の
他
必
要
な
指
ポ
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

の
指
示
に
従
わ
な
い
者
に
は
都
迎
府
県
知
事
が
指
示
に
従
う
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
六
七
条
）
。

0
条）

水
産
資
源
の
保
設
培
投

と
国
の
補
助
の
制
度
（
三
一
条
）

定
漁
業
を
除
く
）

と
と
も
に
定
め
て
い
る
。

こ

都
道
府
県
知
事
に
意
見
を
述
べ
又
は
巾
請
す
る
権
限
を
持
つ

一
ー
一
四
、
こ
q

4

、
二
四
、

．． 

六
、
：
四
、

1
•

五
し
ハ
四0
条
）
。
洵
区
漁

（
一
三
一
条
）
。

さ
ら
に
、
悔
区
全
体
の
総
合
利
川
い
立
場
か
ら
、
水
廂
動
柏
物
の
繁
殖
保
設
、
油

そ
の
他
憔
業
調
幣
の
た
め
に
、
関
係
者
に
対
し
て
水
産

水
産
資
源
保
護
法
は
、
以
下
の
内
容
の
水
産
資
源
の
保
護
培
蓑
の
制
度
（
四
ー
ニ
八
条
）

を
、
水
産
資
源
の
調
脊
の
制
度
（
二
九
、
→
•
一

第
一
に
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
市
は
、
水
産
動
柏
物
の
保
設
培
捉
の
た
め
、
水
産
動
柏
物
の
採
捕
・
販
売
・
所
持
・
移
植
、

挽
具
・
樵
船
、
有
毒
物
の
逍
棄
・
漏
せ
つ
•
そ
の
他
の
水
質
汚
濁
、
保
設
培
投
に
必
要
な
物
の
採
取
・
除
去
に
関
す
る
制
限
又
は
禁
止
に

（
四
条
二
引
）
、
特
定
の
挽
業
を
許
可
に
か
か
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
爆
発

物
又
は
有
毒
物
を
使
用
す
る
旅
法
は
梵
じ
ら
れ
て
い
る
（
五
、
六
条
）
。
農
林
水
産
大
臣
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
l
l
J
を
要
す
る
樵
賂
（
指

に
つ
い
て
、
油
船
の
定
数
又
は
年
間
の
樵
獲
限
度
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

1 :') -3 419 (香法'95)



そ
の
他
の
施
設
の
設
置
、

る
こ
と
が
で
き
る

面
に
指
定
し
、
そ
の
保
護
培
投
の
た
め
に
必
疲
な
措
附
を
講
ず
る
制
度
で
あ
る
(
-
四
条
）
。
保
設
水
面
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
又
は
内
水
面
漁
業
管
理
委
員
会
の
意
見
を
間
い
て
都
道
府
県
知
事
が
巾
請
し
、
農
林
水
産
大
臣
が
自
ら
が

定
め
る
基
準
に
従
っ
て
指
定
す
る

だ
け
で
な
く
、
資
源
状
態
の
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
水
産
動
柏
物
が
生
息
し
て
い
る
水
面
も
、
保
護
水
面
に
指
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

保
護
水
面
の
管
理
は
、
管
理
叶
画
に
韮
づ
い
て
、
原
則
と
し
て
都
道
府
県
知
市
が
行
う
（
一
六
条
）
。
保
設
水
面
の
区
域
内
に
お
け
る

埋
立
、
し
ゅ
ん
せ
つ
、
又
は
流
憤
•
水
位
の
変
吏
を
来
す
］
れ
に
つ
い
て
は
、
じ
事
閃
係
者
は
そ
の
保
調
水
面
の
管
理
者
の

i
f
n
J
を
受
け
、

第
一
二
に
、
農
林
水
産
大
臣
は
、

度
定
め
て
、

（
一
五
条
）
。

（
二
八
条
）
。

こ
の
基
準
は
一
九
九
二
年
に
改
正
さ
れ
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
・
育
成
に
適
し
た
水
而

さ
け
と
ま
す
の
増
殖
を
図
る
た
め
、
実
施
す
る
河
川
、
場
所
及
び
放
流
数
を
内
容
と
す
る
叶
両
を
鉗
年

そ
の
人
じ
ふ
化
放
流
を
実
施
す
る

(-̂
0条）。

さ
く
河
魚
類
の
通
路
と
な
っ
て
い
る
水
面
に
設
附
し
た
工
作
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、

に
、
そ
の
エ
作
物
を
管
罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
農
林
水
庁
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
巾
は
適
切
な
管
理
を
す
べ
き
こ
と
を
こ
の
者
に
命
ず

（
二
ニ
条
）
。
農
林
水
産
大
臣
は
、

ず
（
二
七
条
）
、
農
林
水
産
大
臣
は
こ
の
者
に
対
し
、

又
は
そ
の
者
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
た
、

（
一
八
条
）
。

そ
の
費
川
の
一
部
を
、
受
益
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
一

1

一
条
）
。

さ
く
河
魚
類
の
さ
く
上
を
妨
げ
な
い
よ
う

さ
く
河
魚
類
の
通
路
を
害
す
る
じ
作
物
の
設
間
を
制
限
、
禁
止
し
、
通
路

又
は
除
害
~
事
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
一
一
三
、
二
四
条
）
。
内
水
面
に
お
け
る
さ
け
の
採
捕
は
、
旅
業

の
免
許
又
は
許
可
を
受
け
た
者
が
こ
れ
に
韮
づ
い
て
採
捕
す
る
場
合
を
除
き
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る

第
四
に
、
販
売
用
に
水
産
動
植
物
の
種
丑
田
を
採
捕
又
は
生
廂
す
る
業
者
は
、

（
二
五
条
）
。

そ
れ
を
行
う
旨
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら

そ
の
生
産
又
は
配
布
に
つ
き
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

1
0
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旅｛業をl・：とする水域の利用と環境保全に関する法のあり方 (+.!Tl.中山・田中）

金
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
等
の
賑
興
措
憤
を
講
ず
る

沿
岸
油
業
そ
の
他
中
小
漁
業
者
に
よ
る
漁
業
の
発
展
を
促
進
し
、
憔
業
従
事
者
の
地
位
の
向
L
を
図
る
た
め
に
国
と
地
方
公
共
団
体
が

講
ず
べ
き
施
策
の
方
針
は
、
沿
印
挽
業
笠
賑
興
法
が
定
め
る

国
と
地
方
公
共
団
体
は
、
①
水
産
資
源
の
維
持
増
大
、
②
生
産
性
の
向
上
、
③
経
営
の
近
代
化
、
④
水
産
物
の
流
通
の
合
理
化
、
加
上

．
需
要
の
増
進
、
及
び
価
格
の
安
定
、
⑤
水
産
物
の
輸
出
の
振
興
、
⑥
輸
人
の
調
幣
、
⑦
漁
業
資
材
の
生
廂
、
流
通
の
合
理
化
、
価
格
の

安
定
、
⑧
再
生
産
の
阻
害
の
防
止
と
経
営
の
安
定
、
⑨
従
事
者
の
養
成
と
確
保
、
⑩
就
業
構
造
の
改
善
、
及
び
⑪
沿
岸
挽
業
等
の
従
事
者

の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
必
要
な
施
策
を
、
地
域
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
を
考
慮
し
て
総
合
的
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（三、

措
置
を
講
ず
る
に
当
た
り
必
要
な
資
金
の
融
通
の
適
正
円
滑
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を
講
ず
る
に
当
た
り
、
挽
業
従
事
者
又
は
漁
業
関
係
団
体
の
自
主
的
な
努
力
を
助
長
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る

に
関
す
る
年
次
報
告
を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
り
わ
け
、
国
は
、
生
産
性
の
高
い
漁
業
へ
の
転
換
、
漁
場
の
利
用
関
係
の
改
袴
、
生
産
基
盤
の
撒
備
・
開
発
（
た
と
え
ば
魚
礁
の
設

附
、
養
殖
漁
場
の
造
成
）
等
を
日
的
と
す
る
沿
い
訛
業
の
構
造
改
善
事
業
が
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
助
立
口
、

助
成
等
の
措
置
を
講
じ
、
振
興
を
図
る
必
要
の
あ
る
中
小
漁
業
に
つ
い
て
、
挽
業
者
又
は
挽
業
者
団
体
に
、
必
要
な
助
言
、
指
導
及
び
資

業
を
充
実
さ
せ
、
樵
業
の
生
産
性
の
同
卜
、
経
営
の
近
代
化
及
び
従
事
者
の
生
活
改
袴
に
必
要
な
措
附
を
講
ず
る

（ア） (
2
)
 
漁
業
の
振
興

施
策
の
方
針

（
七
条
）
。

(
1
0、

（
八
、
九
条
）
。
ま
た
、
国
は
、
沿
岸
洲
業
等
に
関
す
る
調
脊
・
試
験
研
究
巾

（
一
条
）
。

―
一
条
）
。

（
六
条
）
。
政
府
は
、
旅
業

（
五
条
）
。
国
と
地
方
公
共
団
体
は
、
施
策

四
条
）
。
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
嬰
な
法
制
上
及
び
財
政
上
の
措
骰
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
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次
に
ヽ

る
た
め
に
必
要
な
勧
告
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
(

1

一一条）。

為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
都
道
府
県
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣
に
そ
の
旨
を
屈
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

油
場
と
し
て
の
効
川
を
保
全
す

一
条
）
。
開
発
区
域
外
で
も
漁
場
と
し
て
の

成
に
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

都
珀
府
県
知
巾
に
そ
の
旨
を
屈
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

都
道
府
県
知
事
は
そ
の
者
に
対
し
て
開
発
叶
両
の
逹

生
産
の
増
大
を
図
る
閲
発
叶
両
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

域
を
粕
印
水
光
資
源
閲
発
区
域
に
指
定
で
き
、

指
定
し
た
と
き
は
、

そ
の
区
域
に
お
け
る
水
産
動
柏
物
の
附
殖
又
は
投
殖
を
推
進
し
漁
業

ま
ず
、
農
林
水
産
大
臣
が
韮
本
方
針
を
定
め
る

定
め
る
沿
岸
海
域
に
お
け
る
洵
罪
水
産
賓
源
の
開
発
と
利
用
の
合
罪
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
迎
法
は
、
次
の
制
度
を

（イ）

（
一
条
）
。

1
L
、

(11 

七
条
）
。
開
発
区
域
内
で
洵
底
の
形
質
の
変
吏
そ
の
他
一
定
の
行
凸

（
八
条
）
。
国
と
都
追
府
県
は
、
開
発
区
域
に
お
け
る
水
質
汚
濁
笠
の
防
化
措
附
、
開
発
叶
両

達
成
に
必
要
な
援
助
、
及
び
栂
汗
水
産
賓
諒
の
閲
発
促
進
梢
附
を
行
う
よ
う
に
努
め
る

効
用
が
高
く
、
旅
業
生
止
府
に
お
い
て
屯
要
な
地
位
を
占
め
る
海
域
と
し
て
政
令
で
指
定
さ
れ
た
悔
域
で
は
、
悔
底
の
掘
削
笠
の
特
定
の
行

一
定
の
洵
域
に
お
け
る
洵
汗
資
源
の
利
川
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に
、
挽
業
者
団
体
又
は
油
業
者
が
海
洋
資
源
の
白
‘E
的
な
竹

理
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
資
源
管
罪
協
定
は
、
前
記
の
韮
本
方
針
に
定
め
ら
れ
た
指
針
に
適
合
す
る
な
ど
適
中
ー

な
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
行
政
庁
（
都
追
府
県
知
事
又
は
牒
林
水
産
大
臣
）

か
ら
受
け
た
場
合
、
次
の
法
的
効
果
を
持
つ
。
協
定
の
参

加
者
は
協
定
に
参
加
し
て
い
な
い
樵
業
者
団
体
又
は
漁
業
者
か
ら
協
定
へ
の
参
加
を
得
る
た
め
に
、
行
政
庁
の
あ
っ
せ
ん
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
協
定
の
内
容
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
協
定
参
加
者
で
あ
る
漁
業
協
同
組
合
が
総
会
で
定
款
、
挽
業
権
行
使
規
則
、
又
は
人
漁

権
行
使
規
則
を
変
更
す
る
場
合
、
協
定
に
直
接
に
関
係
す
る
組
合
員
の
怠
思
を
尊
巾
す
る
特
別
の
方
法
で
議
決
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

l
-

資
源
管
耶
刑
ぷ
血
業

（
二
条
）
。

都
追
府
県
は
、

こ
の
址
本
方
針
に
即
し
て
、

相
刈
と
認
め
ら
れ
る
沿
作
洵

lS :l -422 (香怯'%)



洲業を主とする水域の利用と環境保全に関する法のあり方（日JI• 中山・［廿中）

協
定
参
加
者
が
協
定
の
対
象
海
域
で
協
定
の
対
象
資
源
を
利
用
す
る
者
の
す
べ
て
の
数
の
三
分
の
一

1

以
上
で
あ
っ
て
、

た
す
場
合
、
協
定
参
加
者
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
制
限
な
ど
、
協
定
の
目
的
達
成

海
洋
水
産
百
源
の
開
発
・
利
用
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
調
脊
、
情
報
・
資
料
の
収
集
・
提
供
等
の
業
務
を
行
う
た
め
に
、
悔
洋
水
産

資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、
政
府
と
そ
の
他
の
者
の
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る

沿
岸
油
場
の
幣
備
開
発
と
栽
培
漁
業

―
つ
だ
け
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
指
定
を
受
け
た

（
八
二
四
条
）
。
都
道
府
県
知
事
は
、
水
産
動

（
七
条
の
二
）
。
油
業
協

沿
岸
樵
業
の
基
盤
た
る
沿
岸
漁
場
の
整
備
と
開
発
を
図
る
た
め
、
沿
岸
油
場
整
備
開
発
法
は
、
次
の
制
度
を
定
め
る

（
一
条
）
。

水
産
動
植
物
の
増
殖
又
は
捉
殖
を
推
進
す
る
た
め
に
行
う
魚
礁
の
設
岡
、
消
波
施
設
の
設
置
及
び
し
ゅ
ん
せ
つ
、
沿
岸
油
場
と
し
て
の

効
用
を
回
復
す
る
た
め
に
行
う
た
い
積
物
の
除
去
な
ど
の
沿
岸
油
場
整
備
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
国
は
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
た
計
画
の

達
成
を
図
る
た
め
、

そ
の
実
施
に
必
要
な
措
懺
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
ニ
ー
五
条
）
。

農
林
水
産
大
臣
は
、
水
産
動
物
の
種
苗
の
生
所
・
放
流
と
水
産
動
物
の
行
成
に
つ
い
て
雄
本
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
六
条
）
、

都
道
府
県
は
、
栽
培
漁
業
に
関
す
る
こ
の
基
本
方
針
に
調
和
す
る
内
容
の
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

同
組
合
又
は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、
特
定
の
水
産
動
物
の
種
伍
の
放
流
と
育
成
を
行
う

11業
（
特
定
水
産
動
物
育
成
市
業
）
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
韮
本
計
画
の
内
容
に
適
合
す
る
よ
う
に
育
成
水
面
の
区
域
と
そ
の
利
用
規
則
を
定
め
、
都
道
府
県
知
事
の
認

nI

を
受
け
、
事
業
を
適
切
に
実
施
し
、
組
合
員
に
必
要
な
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

物
の
種
苗
を
放
流
し
、
放
流
水
産
動
物
の
増
殖
に
よ
る
漁
業
生
産
の
増
大
に
関
す
る
経
済
効
果
を
実
証
し
、

組
合
等
に
対
し
普
及
す
る
事
業
（
放
流
効
果
実
証
事
業
）

（ウ）
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

を
実
施
す
る
法
人
を
、

か
つ
そ
の
成
果
を
油
業
協

l

一
六
条
）
。

（
一
ー
一
条
の
一
一
—
―
二
条
の
六
）
。

一
定
の
址
準
を
満
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を
行
う
こ
と
が
で
き

（エ）

漁
業
協
同
組
合

（
ー
バ
ハ
条
）
。

法
人
は
、
基
本
計
画
の
内
容
に
適
合
す
る
内
容
の
計
画
を
作
成
し
て
都
道
府
県
知
市
の
認
nJ
を
受
け
、

＾
 
四

そ
の
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実

漁
業
協
同
組
合
又
は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
と
遊
漁
案
内
業
者
又
は
遊
油
者
団
体
と
の
間
で
は
、
旅
場
（
内
水
面
に
属
す
る
も
の
を
除

く
）
の
安
定
的
な
利
用
関
係
を
確
保
す
る
た
め
の
事
項
を
定
め
、
そ
の
遵
守
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
構
成
員
を
指
雌
す
べ
き
こ
と

と
す
る
協
定
（
漁
場
利
用
協
定
）
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
協
定
の
締
結
の
た
め
に
交
渉
し
た
い
旨
の
巾
出
に
相
手
方
が
応
じ

な
い
場
合
、
都
道
府
県
知
事
は
巾
出
を
し
た
者
の
巾
議
を
受
け
て
、
交
渉
に
応
ず
べ
き
旨
を
相
手
方
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る

条
）
。
漁
場
利
用
協
定
を
締
結
し
た
当
事
者
が
協
定
の
内
容
を
都
道
府
県
知
巾
に
屈
け
出
て
お
く
と
、
協
定
の
遵
守
に
つ
い
て
胄
事
者
間

に
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
、
都
道
府
県
知
事
の
あ
っ
せ
ん
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

水
面
利
用
秩
序
と
挽
業
の
振
興
の
両
面
に
わ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
る
漁
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
水
産
業
協
同
組
合
法
で
、

そ
の
組
織
、
事
業
、
管
理
運
営
罰
の
韮
本
事
項
に
関
す
る
法
律
関
係
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

漁
業
協
同
組
合
は
、
資
金
の
貸
付
、
貯
金
の
受
け
人
れ
等
の
信
用
事
業
、
事
業
・
生
活
物
資
の
供
給
、
組
合
員
の
生
産
物
の
運
搬
、
加

エ
、
保
管
又
は
販
売
、
共
済
事
業
、
桐
利
厚
生
事
業
、
教
育
情
報
事
業
等
の
ほ
か
、

の
他
漁
場
の
利
用
に
関
す
る
施
設
」
や
「
船
だ
ま
り
、
船
揚
場
、
魚
礁
そ
の
他
組
合
員
の
漁
業
に
必
要
な
設
備
に
関
す
る
施
設
」

(
―
一
条
）
、

を
営
む
こ
と
も
で
き
る

「
水
産
動
植
物
の
保
護
繁
殖
、
水
産
資
源
の
管
理
そ

の
事
業

一
定
の
要
件
を
満
た
す
組
合
は
、
組
合
員
の
三
分
の
二
以
卜
の
書
面
に
よ
る
同
意
を
得
て
自
ら
漁
業

（
一
七
条
）
。
水
産
資
源
の
管
理
に
関
す
る
事
業
を
行
う
組
合
は
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
方
法
、
期
間
そ
の
他

の
事
項
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
に
、
対
象
に
な
る
挽
業
を
営
む
組
合
員
の
三
分
の
二
以
上
の
書
面
に
よ
る
同
意
と
組
合
総
会
の
議
決
を

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
一
五
—
二
三
条
）
。

一
四
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一
こ
ハ
条
）
。

組
合
員
と
呼
ば
れ
る
。

得
、
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
て
、
組
合
員
が
遵
守
す
べ
き
資
源
管
理
規
程
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

油
業
協
同
組
合
の
組
合
員
の
資
格
(
-
八
条
）
を
有
す
る
者
は
、
沿
海
樵
業
に
関
す
る
組
合
で
は
、
組
合
の
地
区
内
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
漁
業
を
営
み
又
は
こ
れ
に
従
事
す
る
日
数
が
一
年
を
通
じ
て
九

0
日
か
ら
一
―

;o日
ま
で
の
間
で
定
款
で
定
め
る
日
数
を
超
え
る
個

人
、
組
合
の
地
区
内
に
住
所
又
は
事
業
場
を
有
す
る
旅
業
生
産
組
合
、
及
び
組
合
の
地
区
内
に
住
所
又
は
巾
業
場
を
有
す
る
憔
業
を
常
む

法
人
で
あ
っ
て
、

そ
の
常
時
使
用
す
る
従
業
者
の
数
が
こ

0
0人
以
下
で
あ
り
、

0
ト
ン
か
ら
三

0
0
0
ト
ン
ま
で
の
間
で
定
款
で
定
め
る
ト
ン
数
以
下
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。
内
水
面
油
業
に
関
す
る
組
合
で
は
、
組
合

の
地
区
内
に
住
所
を
有
し
、

五

に
よ
っ
て
、
多
獲
性
の
水
産
物
を
日

（
一
五
条
の
二
）
。

か
つ
そ
の
使
用
す
る
訛
船
の
合
計
総
ト
ン
数
が

□

九

0

か
つ
憔
業
を
営
み
又
は
こ
れ
に
従
市
す
る
日
数
が
一
年
を
通
じ
て
一
―

1
0日
か
ら
九

0
日
ま
で
の
間
で
定
款
で

定
め
る
日
数
を
超
え
る
か
、
河
川
に
お
い
て
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
投
殖
を
す
る
日
数
が
こ
れ
を
超
え
る
個
人
で
あ
る
。
組
合
員
の
資

格
を
有
す
る
者
を
、
樵
業
を
営
む
者
又
は
特
定
の
種
類
の
旅
業
を
常
む
者
に
限
る
こ
と
も
で
き
る
。

組
合
は
、
次
の
者
を
定
款
の
定
め
に
よ
っ
て
、
組
合
員
た
る
資
格
を
有
す
る
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
の
正
組
合
員
の
資
格
を

有
し
な
い
挽
民
、
組
合
員
と
世
帯
を
同
じ
く
す
る
者
、
組
合
の
地
区
内
に
住
所
又
は
事
業
場
を
有
す
る
一
定
規
模
以
下
の
油
業
を
営
む
法

人
・
水
産
加
工
業
者
・
遊
漁
船
業
者
、
組
合
の
地
区
の
全
部
又
は
一
部
を
地
区
と
す
る
組
合
な
ど
。
こ
の
資
格
に
よ
り
加
入
し
た
者
は
準

組
合
員
た
る
資
格
を
有
す
る
者
の
組
合
加
人
を
制
限
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
、

ま
た
、
組
合
員
は
糾
合
を
自
由
に
脱
退
す
る
こ
と
が
で

な
お
、
中
小
油
業
者
は
、
樵
業
生
産
調
整
組
合
法
（
昭
和
：
一
六
年
六
月
一
＿
―
-
日
法
律
―
二
八
号
）

的
と
す
る
特
定
の
旅
業
の
生
産
活
動
を
自
主
的
に
調
招
す
る
組
織
と
し
て
樵
業
生
産
調
整
組
合
を
設
け
て
、
水
産
動
物
の
採
捕
、
運
搬
、

又
は
陸
揚
げ
に
関
す
る
制
限
、
情
報
提
供
事
業
、
組
合
員
と
取
引
関
係
に
あ
る
者
等
を
相
手
に
す
る
組
合
協
約
の
締
結
を
行
う
こ
と
が
で
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る
者
は
、

き
、
必
要
な
場
合
に
は
国
が
そ
の
自
ヽ
じ
的
訓
整
を
補
完
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る

漁
業
経
常
の
維
持
が
困
難
な
中
小
怖
業
者
は
、

る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
漁
業
経
営
の
再
建
を
図
る
た
め
緊
氣
に
必
要
と
す
る
資
金
の
融
通
を
円
滑
に
受
け

ま
た
、
特
定
の
業
種
に
係
る
挽
業
に
つ
い
て
は
構
造
改
袴
と
整
備
の
事
党
が
特
別
に
批
進
さ
れ
る
（
樵
業
再
建
整
備
特

別
措
置
法
（
昭
和
五
一
年
六
月
一
日
法
作
四
三
号
）
）
。

樵
業
者
や
水
産
加
じ
業
者
が
行
本
装
備
を
高
度
化
し
て
経
営
を
近
代
化
す
る
た
め
に
長
期
か
つ
低
利
の
施
設
資
金
を
必
要
と
す
る
場

合
、
国
の
財
政
投
融
資
資
金
を
原
資
と
す
る
資
金
の
融
通
を
農
林
旅
業
金
融
公
庫
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
昭
和
二
七
年
―
二
月
二
九
日
法
律
三
五
五
号
）
）
。

（
農
林
樵
菓
金
融
公
庫
法

ま
た
、
国
は
水
廂
業
協
同
組
合
又
は
農
林
中
央
金
庫
に
よ
る
資
金
の
融
通
を
円
滑
に

す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
の
行
う
利
子
補
給
な
ど
の
措
僅
に
対
し
て
助
成
し
、
又
は
自
ら
利
子
補
給
を
行
う
（
漁
業
近
代
化
資
金
助
成
法

（
昭
和
四
四
年
六
月
二
六
日
法
律
五
二
号
）
）
。

都
道
府
県
が
沿
臣
樵
業
従
事
者
に
対
す
る
経
営
、
操
業
状
態
又
は
生
活
を
改
善
し
、
あ
る
い
は
漁
業
を
担
う
べ
き
者
を
蓑
成
し
確
保
す

そ
れ
に
つ
い
て
農
林
水
産
大
臣
の
許
lIJ
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
二
七
、

ー
＾
~
九
条
）
。

を
行
う
責
任
を
負
う
~ 

ー..

. -
I~ 

ー
エ
ハ
条
）
。

漁
港
施
設
を
処
分
し
又
は
旅
港
の
区
域
内
の
水
域
・
公
共
寮
地
に
お
い
て
一
定
の
行
為
を
す

一
九
条
）
。

旅
港
腎
即
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
は
漁
港
竹
刑
規
定
を
定
め
、

こ
れ
に
従
っ
て
適
．
止
に
拙
港
の
維
持
、

保
仝
及
び
連
営
芹

の
許
す
範
囲
内
で
予
算
に
叶
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

（
旅
港
法

（
昭
和
一
＿
五
年
五
月
一
日
法
律
一
三
七
号
）

u
~
、

＂＞ 

1

ヒ
—

―
-

l:'i 

定
め
て
、

農
林
水
産
大
臣
が
旅
港
整
備

n両
を
定
め
、

I
、
地
方
公
共
団
体
又
は
水
廂
業
協

Ii糾
合
が
こ
の
叶
両
に
韮
づ
い
て
漁
港
修
築
叶
両
を

樵
港
の
棺
備
又
は
公
士
口
防
止
の
た
め
に
漁
港
修
築
巾
業
を
行
う
が
、

そ
の
実
施
に
必
要
な
経
費
は
、

内
閣
が
鉗
年
度
国
の
財
政

（オ）

そ
の
他
の
漁
業
振
興
措
附

,......__ 

ヽ

1
0、
1
J
L
、
」
ハ
九
条
）
。

_L,. 
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洲業をじとする水域の利用と環境保令に関する法のあり方 (J-.f/1• 中山• 田中）

一
七

（
三
ー
五
条
）
。
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
は
、
こ
の

環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
―
一
月
一
九
日
法
律
九
一
号
）
は
、
環
境
の
保
全
に
関

す
る
基
本
理
念
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
る
。
現
在
と
将
来
の
世
代
の
人
間
が
健
全
で
山
心
み
既
か
な
環
境
の
恵
沢
を
亨
受
す
る
と
と
も
に
、
人

類
の
存
続
の
基
盤
で
あ
る
環
境
が
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
、
環
境
が
適
切
に
保
全
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
の
保

全
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
健
全
な
経
済
の
発
展
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

と
、
科
学
的
知
見
を
充
実
さ
せ
て
環
境
を
保
全
す
る
卜
で
の
支
間
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

国
際
的
協
調
の
ド
に
地
球
環
境
の
保
全
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
念
に
の
っ
と
り
、
人
の
健
康
が
保
設
さ
れ
、
生
活
環
境
が
保
全
さ
れ
、
自
然
環
境
が
適
正
に
保
全
さ
れ
る
よ
う
、
環
境
の
自
然
的
構
成

要
素
が
良
好
な
状
態
に
保
持
さ
れ
る
こ
と
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保
が
図
ら
れ
、
多
様
な
自
然
環
境
が
地
域
の
自
然
的
社
会
的
条
件
に
応

環
境
保
全
に
関
す
る
法
制
度

法
（
昭
和
一
し
七
年
ー
ニ
月
一
．
―
-
日
法
律
二
八
号
）
）
。

法
律
一
五
八
り
方
）
）
と
、

漁
船
に
つ
い
て
生
じ
た
が
慮
の
巾
故
に
よ
る
担
中
II

や
不
慮
の
費
用
を
補
取
す
る
制
度
が
あ
る

（
漁
船
担
中
ぃ
等
補
伯

を
基
盤
と
す
る
漁
裳
共
済
団
体
と
政
府
が
そ
り
担
失
を
補
取
す
る
旅
業
災
古
補
附
い
制
度

（
飴
業
災
由
り
補
附
法

J
[
I
I
L
E！
じ
ー
＼
ー

后

w
禾＇ーニ

j
I
1
.
J
l
f

ま
た
、

異
常
の
事
象
又
は
不
慮
の
巾
故
に
よ
っ
て
中
小
悌
業
者
が
拙
路
に
つ
い
て
担
失
を
受
け
た
場
合
に
、

中
小
挽
業
者
の
協
詞
糾
織

信
用
基
金
が
そ
の
保
証
に
つ
き
保
険
を
行
う
制
度
も
あ
る

る
た
め
の
資
金
の
貸
付
を
行
う
場
合
、
政
府
は
都
道
府
県
に
対
し
必
要
な
助
成
を
行
う
（
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
助
成
法
（
昭
和
li
四
年
四

月
二
七
日
法
律
二
五
号
）
）
。
中
小
樵
業
者
等
が
金
融
機
関
に
対
し
て
負
う
伯
務
を
漁
路
い
用
韮
金
協
会
が
保
証
す
る
制
度
と
、
農
林
漁
業

（
中
小
挽
業
融
資
保
証
法
（
昭
和
一
．
七
年
一
ー
げ
門
一
七
日
法
律
．．
 
両
四
六
号
）
）
。
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政
府
は
、
水
質
に
つ
い
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
叩
ま
し
い
環
境
基
準
を
定
め
、

目
と
、

P
H
、
B
O
D
、
C
O
D
、
全
燐
、
全
窄
索
等
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
諸
項
目
と
が
あ
り
、
後
者
の
韮
準
値
は
、
河
川
、
湖
沼
、

及
び
海
域
の
各
々
に
つ
い
て
、
利
用
日
的
に
応
じ
て
作
ら
れ
た
水
域
類
型
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

工
場
・
事
業
場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
排
水
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
五
年
―
二
月
一
一
五
日
法
律

有
効
適
切
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
l
)
 

を
概
観
し
よ
う
。

我
々
は
、

れ
ば
な
ら
な
い

じ
て
体
系
的
に
保
全
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
が
保
た
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
策
定
さ
れ
実
施
さ
れ
な
け

（
一
四
条
）
。

こ
の
法
律
に
珪
づ
い
て
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
政
府
が
定
め
た
環
境
韮
本
計
画
（
一
五
条
）

事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
環
境
へ
の
負
荷
が
水
の
自
然
的
循
環
の
過
程
に
お
け
る
浄
化
能
力
を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
水
利
用
の

各
段
階
に
お
け
る
負
荷
を
低
減
し
、
水
域
生
態
系
を
保
全
す
る
な
ど
、
水
環
境
の
保
全
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
沿
ぃ
庄
栂
域

の
す
ぐ
れ
た
自
然
を
的
確
に
保
全
し
、

r潟
、
藻
場
等
の
有
す
る
環
境
保
全
能
力
を
維
持
し
、

て
沿
岸
悔
域
を
活
用
す
る
た
め
に
、
海
洋
汚
染
対
策
と
釘
機
的
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

い
て
は
、
水
産
資
源
を
維
持
・
管
理
し
、
持
続
的
に
利
用
す
る
資
源
竹
岬
型
油
業
、

を
は
じ
め
と
す
る
油
場
保
全
等
を
進
め
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
水
環
境
、
沿
印
悔
域
の
自
然
環
境
、

水
質
の
保
全

こ
の
韮
準
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
施
策
を
総
合
的
か
つ

か
つ
人
と
白
然
と
の
ふ
れ
合
い
の
場
と
し

一
連
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
。
水
産
業
に
お

な
い
し
樵
場
の
保
全
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
根
拠
と
さ
れ
る
法
制
度

（
環
境
韮
本
法
一
六
条
）
。
環
境
珪
準
は
、
水
銀
、

P
C
B
等
、
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
諸
項

つ
く
り
育
て
る
礁
業
を
進
め
る
は
か
、
干
褐
、
泌
場

1
¥
 

-

)

 
こ
よ
、

,
1
,
l
 

次
の
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と
が
で
き
る

地
方
公
共
団
体
は
、

こ
の
叶
画
の
達
成
に
必
要
な
措
平
い
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る

九

こ
の
叶
両
に
珪
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
排
水
の
汚
濁

（
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
附
法

（
昭
和
五
九
年
七
月

な
お
、
電
気
事
業
に
関
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
通
商
産
業
大
臣
が
監
督
し

六
日
法
律
七

0
号））。

（
七
—1
0
条
）
。
政
令
で
指
定
さ
れ
、

（
電
気
市
業
法
（
昭
和
三
九
年
七
月
―
一
日
法
律
一
七

0

号
）
）
、
鉱
山
施
設
に
つ
い
て
は
、
鉱
山
保
安
監
督
局
長
又
は
鉱
山
保
安
監
督
部
長
が
監
督
を
行
う
（
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
四
年
五
月
一

特
別
に
環
境
基
準
の
確
保
が
緊
要
な
湖
沼
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
っ
て
指
定
を
受
け
た
湖
沼
と
関
係
地
域
に
関
係
す
る
都
道
府
県

知
事
は
、
国
の
珪
本
方
針
に
韮
づ
い
て
、
湖
沼
の
水
質
保
全
に
関
し
実
施
す
べ
き
施
策
に
関
す
る
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
と

七
日
法
律
六
一
号
）
二
上
ハ
条
）
。
指
定
地
域
内
に
あ
る
特
定
の
事
業
場
の
設
骰
者
は
、

負
荷
贔
に
関
す
る
規
制
韮
準
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
都
迅
府
県
知
巾
は
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
附
を
と
る
よ
う
こ
の
者
に
命
ず
る
こ

そ
の
設
附
・
変
更
を
設
附
者
が
届
け
出
る
義
務
の
あ
る
施
設
（
コ
イ
の
投
殖
施
設
を

急
時
に
も
、

一
定
の
措
骰
を
と
れ
る

（
一
五
ー
一
八
条
）
。

知
事
が
作
成
し
た
計
画
に
従
っ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
水
質
を
測
定
し
て
い
る
。
都
逝
府
県
知
事
は
、
水
質
汚
濁
が

if大
化
す
る
緊

る
こ
と
が
で
き
る

（
一
四
条
の
三
二
四
条
の
九
）
。
都
道
府
県
知
巾
は
水
質
汚
濁
の
状
況
を
常
時
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
都
道
府
県

対
策
の
実
施
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
長
は
、

こ
の
た
め
に
排
出
者
に
指
導
、

助
汀
及
び
勧
生
い
を
す

い
て
、
都
迎
府
県
知
巾
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
重
点
珀
域
の
関
條
巾
町
村
は
、
叶
両
を
定
め
て
、
生
活
排
水
処
即
施
設
の
整
備
、
啓
発
等
、

（
：
二
条

二
四
条
の
一
．
）
。
生
活
排
水
対
染
に
つ

一
三
八
号
）

に
基
づ
い
て
、
排
水
に
含
ま
れ
る
有
屯
り
物
質
又
は
そ
の
他
の
汚
染
状
態
の
涙
度
の
許
容
限
度
（
排
水
韮
準
）

特
定
の
閉
鎖
性
水
域
に
関
係
す
る
地
域
に
あ
る
事
業
場
に
つ
い
て
は
、

が
定
め
ら
れ
、

さ
ら
に
汚
濁
負
荷
惜
の
総
械
規
制
珪
準
が
定
め
ら
れ
る
。
事
業
者

は
、
特
定
の
施
設
の
設
骰
又
は
変
更
を
都
道
府
県
知
市
に
事
前
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
と
き
に
及
び
操

業
開
始
後
に
も
、
排
水
を
そ
れ
ら
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
事
業
者
に
命
令
で
き
る

15 <J -429 (香法'95)



造
、
輸
入
、
使
用
等
に
つ
い
て
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る

県
知
事
が
排
出
者
に
必
要
な
指
導
、
助
口
及
び
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

団
体
は
、
ド
水
道
や
廃
棄
物
処
即
施
設
な
ど
の
水
質
保
全
に
必
要
な
事
業
の
促
進
と
援
助
に
努
め
、
政
府
は
、
油
の
排
出
防
止
・
防
除
と

環
境
保
全
技
術
の
間
発
に
努
め
、
拙
業
被
古
を
受
け
た
油
業
者
の
救
済
措
置
を
謡
ず
る
も
の
と
さ
れ
る

そ
の
他
、
農
薬
の
使
用
に
伴
う
水
産
動
柏
物
の
被
古
と
、
農
薬
の
使
用
に
伴
っ
て
汚
濁
さ
れ
た
水
の
利
川
に
よ
る
人
畜
の
被
専
を
防
止

す
る
た
め
に
、

rHl
屁
楽
の
登
録
制
度
が
設
け
ら
れ
、
販
売
と
使
用
の
規
制
存
に
よ
っ
て
、
農
薬
の
品
質
の
適
正
化
と
そ
の
安
全
か
つ
適
正
な

使
用
の
確
保
が
図
ら
れ
て
お
り
（
農
薬
取
締
法
（
昭
和
一

1

三
年
七
月
一
日
法
律
八
一
号
）
）
、
打
機
す
ず
化
合
物
等
、
難
分
解
性
を
行
し
、

か
つ
、
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
化
学
物
質
に
つ
い
て
は
、
製
造
又
は
輸
人
の
前
に
性
状
を
審
行
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
、
製

（
化
学
物
質
の
審
脊
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
八
年

-
0月

止
す
る
た
め
に
、

燐
な
ど
指
定
さ
れ
た
物
質
の
削
減
に
つ
い
て
、

(
-
l
i
|
―
九
条
）
。

（
一
ー
一
条
の
四
—
・
：
条
の
六
）
。

こ、
,
1
 

.fJ, り

国
と
地
方
公
共

環
境
庁
長
官
の
指
ぷ
に
従
っ
て
定
め
た
指
祁
方
針
に
従
っ
て
、

関
係
府

(li
条
I

―
二
条
の
：
一
）
。

ま
た
、

9
n
m

栄
蓑
化
に
よ
る
赤
潮
等
い
被
士
r
の
発
生
を
防

こ

)

)

よ

、

"
/
し
て

t

瀬
戸
内
向
に
閃
係
す
る
区
域
内
の
特
定
の
施
設
の
設
附
、

変
更
に
つ
い
て
府
県
知
れ
の
訓

llI
が
必
嬰
と
さ
れ
、

C
O
D
で

瀬
戸
内
悔
に
つ
い
て
は
、

瀬
戸
内
悔
環
境
保
全
特
別
措
附
法

告
し
、

ま
た
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

（
一
五
'
―

-
0条）。

含
む
）

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
市
は
、
構
造
及
び
使
川
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、

る
。
瀬
戸
内
悔
は
、
比
類
の
な
い
芙
し
さ
を
誇
る
景
勝
地
と
し
て
、

表
小
し
た
汚
濁
負
荷
情
の
総
械
削
減
椙
附
も
と
ら
れ
る

ま
た
、
川
民
に
と
っ
て
貨
屯
な
漁
業
育
源
の
，
ド
庫
と
し
て
、

沢
を
国
民
が
ひ
と
し
く
嘔
受
し
、
後
代
の
国
民
に
継
承
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
恵

そ
の
た
め
に
、
瀬
戸
内
面
の
水
質
の
保
全
、
自
然
景
観
の

保
全
等
に
関
し
、
政
府
が
基
本
叶
両
を
定
め
、
店
本
壮
画
に
駈
づ
き
、
関
係
ー
ニ
府
県
知
出
が
実
施
す
べ
き
施
策
に
つ
い
て
府
県
計
画
を

定
め
た
じ
、
国
と
地
方
公
共
団
休
が
こ
れ
ら
の
叶
画
の
達
成
に
必
要
な
措
凶
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
（
：
一
条
1

四
条
の
一
．
）
。
排
水
規
制

（
昭
和
四
八
年

-
0月
1
-
l
法
律

-
0号）

で
特
別
の
措
附
が
と
ら
れ

そ
の
韮
準
を
遵
守
す
る
よ
う
こ
の
者
に
勧

―1
0
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航
空
機
に
よ
る
海
洋
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
、

原
則
と
し
て
海
域
に
お
い
て
船
舶
、

海
洋
施
設
及
び
航
空
機
か
ら
油
、

有
害
液
体
物
質

海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
中
り
の
防
止
に
関
す
る
法
律

J
l
I
l
u
4
.
L
1
.
＾
1
1
.
i
J
1
1
:
L
I
4
土ム

t
t
1
1

パヽ^
1
.
J
)

[

-

―

―

f
-
I
 

．
．
 

ー／
’
l
7

7I~ î 了

ll
禾
'
>
1
/
r
-
―

il--Jt‘
ー
ノ
ィ
―
-
：

f

は
、
特
に
船
舶
、

洵
汗
施
設
及
び

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
消
掃
に
関
す
る
法
律

J
I
l
i
.
1
•
1

こ
］
→
：

L
i

去
佳

1

．
こ
じ
1
J
)）
。

.

L

I

 

7
l

ー
り
ー

L
•
l

ご
u"
ビ
木
＞
］
I［

i
-
-
r
r
I
l
-
f
l
‘
〉
、

1
/た

t
-
l
↑

―

―

-

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、

廃
棄
物
処
罪
施
設
を
設
附
す
る
民
間
市
業
者
は
都
追
府
県
知
巾
の
謹

llI
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
業
者
は
、

康
又
は
生
活
環
境
に
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
性
状
を
打
す
る
特
定
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
豊
か
な
森
林
は
、
栄
蓑
分
に
富
む
水
や
魚
の
餌
を
供
給
し
、
土
砂
流
失
を
防
止
す
る
等
、
水
産
資
源
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を

持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
榔
業
に
と
っ
て
も
森
林
の
保
続
培
養
と
森
林
生
産
力
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
農
林
水
産
大
臣
は
、

特
に
土
砂
の
流
失
の
防
備
、
魚
つ
き
、
航
行
の
日
標
の
保
存
の
た
め
に
森
林
を
保
安
林
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
保
安
林
で
は
立
木
の

廃
棄
物
汚
染
の
防
止

一
般
廃
窮
物
は
市
町
村
が
、
産
業
廃
棄
物
は
廃
棄
物
を
排
出
す
る
事
業
者
自
ら
が
、
こ
れ
を
収

集
、
運
搬
、
処
分
す
る
義
務
を
負
う
。
但
し
、

棄
物
の
処
理
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

一
般
的
に
次
の
よ
う
な
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
廃
棄
物
は
家
庭
等
か
ら
出
る
一
般

こ
れ
ら
の
処
理
を
他
の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
産
業
廃

そ
の
処
理
と
委
託
は
政
令
で
定
め
ら
れ
た
韮
準
に
従
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
人
の
健

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
市
町
村
長
、
廂
業
廃
窮
物
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
巾
の
許
ilJ
を

廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
と
に
大
別
さ
れ
、

廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
、

(
2
)
 

九
号
）
一
一
五
ー
四
八
条
）
。

伐
採
な
ど
の
行
為
が
規
制
さ
れ
、

森
林
の
造
成
又
は
維
持
の
た
め
の
事
業
が
行
わ
れ
る

（
森
林
法

（
昭
和
六
年
七
月
→
し
ハ
日
法
作
一
四
〗

一
六
日
法
律
―
―
七
号
）
）
。

15 3 -431 (香法'95)



法
律
の
規
定
が
附
か
れ
て
い
る

（
二
八
1

四
一
一
条
の
一
―
―
)
。

船
舶
と
海
洋
施
設
に
お
け
る
油
、
有
曹
物
質
及
び
廃
棄
物
の
焼
却
も
、
規
制
さ
れ
る

は
、
運
輸
大
臣
の
許
可
制
度
に
よ
っ
て
規
制
を
受
け
る

（
一
九
条
の
二
二
九
条
の
九
）
。
廃
油
処
迎
巾
業

（二

0
二
七
条
）
。
油
、
有
害
物
質
、
廃
棄
物
及
び
そ
の
他
の
物
の
排
出
に
よ
っ

て
海
洋
が
汚
染
さ
れ
た
場
合
に
船
長
、
施
設
の
管
理
者
又
は
排
出
者
が
と
る
べ
き
防
除
措
憤
や
、
海
上
災
古
の
防
止
措
憤
に
つ
い
て
も
、

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
海
洋
投
棄
処
分
を
含
め
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
科
学
技
術
庁
長
官
が
規
制
す
る
（
核
原
料
物
質
、

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
二
年
六
月
一

0
日
法
律
一
六
六
号
）
及
び
放
射
性
門
位
元
素
等
に
よ
る
放
射

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
一
八
条
の
一
q
‘

は
一
定
の
事
項
を
洵
上
保
安
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

油
を
扱
う
特
定
の
悔
洋
施
設
の
行
理
者
は
、

油
記
録
簿
を
備
え
付
け

に
記
載
さ
れ
た
条
件
に
従
わ
な
け
れ
ば
、

航
行
の
川
に
供
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

（
一
七
条
の
一
q
ー
一
七
条
の
一

0
)
。
海
洋
施
設
の
設
洲
者

ま
た
、
油
の
積
載
方
法
な
ど
が
制
限
さ
れ
、
油
又
は

11古
液
体
物
質
に
つ
い
て
、
船
舶
所
打
者
は
一
定
の
汚
染
防
止
設
備
を
設
附
し
、

管
理
者
を
選
任
す
る
等
の
措
閻
を
と
り
、
船
長
は
出
録
簿
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

定
の
船
舶
は
、
汚
染
防
止
設
備
と
油
濁
防
止
緊
急
措
骰
手
引
内
に
つ
い
て
運
輸
大
臣
の
検
脊
に
合
格
し
、

一
九
条
）
。

か
つ
、
交
付
さ
れ
た
合
格
証
内

(fi
ー
九
条
、

九
条
の
：
一
ー
九
条
の
Ji)
。
特

け
れ
ば
な
ら
な
い

（
四
条
、
九
条
の
：
‘

1
0
ー
一
八
条
）
。

に
つ
い
て
は
海
上
保
安
庁
長
官
の
登
録
を
受
け
、

そ
の
他
の
船
舶
に
よ
る
臨
時
の
排
出
に
つ
い
て
は

f
め
悔
上
保
安
庁
長
官
に
届
け
出
な

及
び
廃
棄
物
を
排
出
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
。
但
し
、
政
令
で
定
め
る
韮
準
に
適
合
す
る
排
出
な
ど
一
定
の
場
合
は
、
例
外
的
に
排
出
を
許

さ
れ
る
。
こ
れ
に
当
た
る
場
合
で
、
政
令
で
特
に
定
め
ら
れ
た
有
専
液
体
物
質
を
船
舶
か
ら
排
出
す
る
者
は
、
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
確
認
を
海
上
保
安
庁
長
官
又
は
指
定
確
認
機
関
か
ら
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
、
海
洋
で
処
分
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
廃
棄
物
を
排
出
す
る
船
舶
所
打
者
は
、

そ
の
排
出
に
常
川
す
る
船
舶

1:i--J-4:12 (香法,9S) 



漁業を主とする水域の利用と環境保全に関する法のあり方（土IJI・ 中山・田中）

月
二
八
日
法
律
一

0
0号））。

発
生
し
た
水
俣
病
に
つ
い
て
は
、

性
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
二
年
六
月
一

0
日
法
律
一
六
七
号
）
）
。

漁
業
被
害
の
救
済

故
意
又
は
過
失
に
よ
り
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
た
者
は
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
（
民
法
（
明
治
二
九
年

四
月
二
七
日
法
律
八
九
号
）
七

0
九
条
）

0
L
場
又
は
市
業
場
に
お
け
る
市
業
活
動
に
伴
う
排
水
に
含
ま
れ
た
特
定
の
行
t
口
物
質
の
排
出

に
よ
っ
て
人
の
生
命
又
は
身
体
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
事
業
者
は
特
に
故
意
過
失
の
打
無
を
間
わ
ず
担
貨
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う

（
水
質
汚
濁
防
止
法
一
九
条
）
。

金
員
を
主
な
財
源
と
し
て
、

さ
ら
に
、

~
場
排
水
に
含
ま
れ
る
有
機
水
銀
に
よ
る
水
質
汚
濁
に
よ
っ
て
政
令
で
指
定
さ
れ
た
地
域
で

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
者
を
都
道
府
県
知
事
が
患
者
と
認
定
し
、
汚
染
の
原
因
者
か
ら
徴
収
す
る

そ
の
者
に
療
養
の
給
付
、
療
餐
費
、
障
害
補
償
費
等
、
健
康
被
害
の
補
償
を
支
給
し
、

か
つ
被
害
者
の
福
祉

に
必
要
な
事
業
を
行
う
（
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
八
年
一

0
月
五
日
法
律
―
―
一
号
）
）
。

事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ
た
水
銀
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル
等
、
人
の
健
康
に
係
る
被
曹
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
特
定
の
物
質

に
よ
る
水
産
動
植
物
の
汚
染
の
た
め
に
、
漁
業
者
、
水
産
加
工
業
者
、
水
産
販
売
業
者
等
が
訛
業
の
操
業
の
倅
止
、
水
産
物
の
販
売
の
不

振
等
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
事
業
の
経
営
又
は
生
活
に
必
要
な
資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
措
置
が
と

ら
れ
る
（
水
銀
等
に
よ
る
水
産
動
植
物
の
汚
染
に
係
る
被
害
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
八
年
九

船
舶
か
ら
流
出
し
又
は
排
出
さ
れ
た
油
に
よ
る
油
濁
担
害
が
生
じ
た
場
合
は
、

の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

律
（
昭
和
五

0
年
―
二
月
二
七
日
法
律
九
四
号
）
）
と
異
な
り
、
船
舶
所
有
者
は
過
失
の
有
無
を
間
わ
ず
責
任
を
負
い
、
油
濁
損
宵
が
自
己

そ
の
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
油
濁
担
曹
の
賠
償
を
保
障
す
る
制
度

(
3
)
 

一
般
の
場
合
（
船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
に
関
す
る
法

15---:3 --43:3 (香法'95)



瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
の
府
恥
は
、
悔
浜
地
と
こ
れ
に
面
す
る
洵
面
で
、
①
水
際
線
付
近
に
お
い
て
砂
浜
、
岩
礁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
自
然
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
区
域
、
②
海
水
浴
、
潮
干
狩
、

と
が
で
き
る

（
自
然
公
園
法
二
、

四

ヽ

四
二
条
）
。

然
公
園
法
（
昭
和
三
二
年
六
月
一
日
法
律

□

ハ
一
号
）
一
一
、

景
地
を
都
道
府
県
立
自
然
公
園
に
指
定
し
、

二
い
条
一
八
条
の
．
一
）
。

ま
た
、
都
道
府
県
知
事
は
、

す
ぐ
れ
た
自
然
の
風

そ
の
区
域
内
に
特
別
地
域
を
指
定
し
て
、
国
立
公
閏
の
場
合
と
同
様
の
行
為
規
制
を
す
る
こ

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
に
公
衆
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
将
来
に

地
区
に
つ
い
て
は
、

特
に
強
い
規
制
が
な
さ
れ
る

（
自
然
環
境
保
全
法

（
昭
和
四
七
年
」
ハ
月
一
二
日
法
律
八
五
号
）

―
ニ
ー
ー
ニ
七
条
、
白

地
区
、

国
立
公
園
又
は
国
定
公
園
内
に
指
定
さ
れ
た
特
別
地
域

（
そ
の
区
域
内
に
さ
ら
に
指
定
さ
れ
た
特
別
保
護
地
区
）

又
は
海
中
公
園

(
4
)
 
自
然
環
境
の
保
全

環
境
庁
長
官
は
、
自
然
環
境
が
す
ぐ
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
て
、

は
海
域
を
、
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

（
油
濁
損
害
賠
俯
保

そ
の
保
全
が
特
に
必
要
な
海
岸
、
湖
沼
、
湿
尉
、
河
川
の
区
域
又

1
本
の
風
景
を
代
表
す
る
に
足
り
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景
地
を
国
立
公

園
に
、
国
立
公
園
に
準
ず
る
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
を
口
定
公
園
に
指
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
自
然
環
境
保
全
又
は
公
園

環
境
庁
長
官
が
決
定
す
る
が
、

の
保
護
•
利
用
の
た
め
に
、
計
画
的
に
一
定
の
行
為
が
規
制
さ
れ
、
必
要
な
施
設
が
設
附
さ
れ
る
。
自
然
環
境
保
全
地
域
と
国
立
公
園
に

関
す
る
叶
画
と
事
業
は
環
境
庁
長
官
が
決
定
し
て
、
原
則
と
し
て
国
が
そ
の
巾
業
を
執
行
し
、
国
定
公
屈
に
つ
い
て
は
、
叶
両
の
＿
部
を

そ
の
他
の
計
画
と
事
業
は
都
道
府
県
知
れ
が
決
定
し
、
そ
の
巾
業
の
執
行
は
原
則
と
し
て
都
道
府
県
が
行

う
。
自
然
環
境
保
全
地
域
内
に
指
定
さ
れ
た
特
別
地
区
（
そ
の
区
域
内
に
さ
ら
に
指
定
さ
れ
た
野
生
動
柏
物
保
設
地
区
）

障
法
（
昭
和
五

0
年
―
二
月
二
七
日
法
律
九
五
号
）
）
。

も
定
め
ら
れ
て
お
り
、

責
任
保
険
に
か
け
ら
れ
て
い
な
い
船
舶
は
一
定
斌
以
上
の
油
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

又
は
悔
中
特
別

四

l:i --3 --434 (香法'95)



樵業をじとする水域の利用と環境保全に関する法のあり方 CL!ll・ 中山• 田中）

て
、
準
備
内
の
作
成
、
公
告
・
縦
舵
、
怠
見
聴
取
、
評
価
内
の
作
成
雰
、
環
境
影
愕
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
の
統
一
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
環
境
影
臀
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
条
例
又
は
要
綱
を
定
め
て
い
る
地
方
公
共
団
体
も
あ
る
。

環
境
影
郭
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

閣
議
決
定

J
I
l
l
.
L
L
ド
＼

l
．．
 

¥
l
)
 

后
川
禾
｝
｝
I
I
l
/
)
-
｝

J
I

に
よ
っ
て
、

•41L 

1'-

国
が
閃
り
す
る
一
定
の
事
業
に
つ
い

海
環
境
保
全
特
別
惜
附
法
：
二
条
）
。

事
は
、

芙
し
い
景
勝
地
と
貨
屯
な
挽
業
資
源
の
I
K
庫
と
い
う
瀬
戸
内
術
の
特
殊
性
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
瀬
戸
内

月
九
日
法
律
五
七
号
）

一
了
四
、

四
二
条
）
。

瀬
戸
内
面
に
お
い
て
公
釘
水
而
の
埋
立
を
免
許
又
は
承
認
す
る
に
つ
い
て
は
、

関
係
府
県
知

境
保
全
と
災
害
防
止
に
つ
い
て
十
分
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
公
打
水
面
埋
立
法
（
大
正
一

0
年
四

都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
有
水
面
を
埋
め
立
て
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
市
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
が
埋
立
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

こ
の
場
合
、
事
業
者
は
環
境
影
繹
ぃ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、

そ
の
埋
吃
が
環

即
し
て
、

そ
れ
を
保
護
増
殖
す
る
事
業
を
行
う

（
三
四
1

四
八
条
）
。

指
定
で
き
、

こ
れ
ら
の
区
域
内
で
は
特
に
い
っ
そ
う
弥
い
規
制
が
な
さ
れ
る
。
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
他
の
者
は
、

国
の
壮
画
に

内
で
一
定
の
行
為
が
規
制
さ
れ
る
。

環
境
庁
長
官
は
そ
の
区
域
内
に
竹
即
地
区
を
指
定
で
苔
、

管
罪
区
域
内
に
さ
ら
に
立
人
制
限
地
区
を

こ
の
区
域

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
仔
の
た
め
に
、
個
体
の
捕
獲
や
浪
り
渡
し
ゃ
ザ
の
規
制
（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動

植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
六
月
五
日
法
往
七
五
号
）

七

．．
 
三
条
）

が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
環
境
庁
長
官
は
、
種
の
保
存
の
た
め
に
屯
要
と
認
め
る
区
域
を
生
息
地
等
保
設
区
に
指
定
で
き
、

が
で
き
る

―
-
．
条
の
八
）
。

わ
た
っ
て
そ
の
利
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
、
自
然
洵
浜
保
全
地
区
に
指
定
し
、
そ
こ
で
の
工
作
物
の

新
築
な
ど
一
定
の
行
為
を
す
る
者
に
届
出
を
さ
せ
、
自
然
海
浜
地
区
の
保
全
と
適
正
な
利
用
の
た
め
必
要
な
勧
告
又
は
助
言
を
す
る
こ
と

（
瀬
戸
内
洵
環
境
保
仝
特
別
措
附
法
一
＾
．
条
の
七
、

と
と
も
に
、
生
息
地
存
の
保
般
に
関
す
る
規
制

15 -:~- -4 3 5 (香法'95)



日
本
の
水
面
利
用
秩
庁
は
、

(
l
)
 
自
主
的
な
漁
業
管
理

知
事
が
行
う
油
業
の
許

ilI
そ
の
他
の
制
限
又
は
緊
止
の
措
附
、
及
び
樵
業
者
と
漁
策
従
巾
行
を
じ
体
と
す
る
油
業
調
整
機
構
の
連
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
周
辺
水
域
の
持
続
的
か
つ
高
度
な
利
川
と
い
う
課
題
は
、

資
源
管
理
型
油
業
の
実
施
と
定
着
化
は
、
洵
汗
水
廂
資
源
開
発
促
迎
法
に
駈
づ
い
て
推
進
さ
れ
、

業
は
沿
印
樵
場
幣
備
開
発
法
に
韮
づ
き
、

れ
て
い
る
。

さ
け
•
ま
す
ふ
化
放
流
事
業
は
水
雌
資
源
保
設
法
に
韮
づ
い
て
、

そ
の
実
施
、
拡
大
が
推
進
さ

さ
ら
に
、
沿
岸
漁
業
等
振
飩
法
を
駐
本
と
す
る
漁
業
伽
興
に
関
す
る
諸
法
律
に
韮
づ
き
、
沿
岸
油
場
整
備
開
発

rU業
等
の
占

事
業
、
助
再
、
指
導
、
及
び
資
金
の
融
通
に
関
す
る
措
附
が
実
施
さ
れ
、
調
粁
・
試
験
研
究
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

礁
業
権
の
免
許
、

ifrlJ
又
は
そ
の
制
限
・
条
件
の
付
与
な
ど
、
水
面
利
川
秩
序
の
形
成
に
門
た
っ
て
は
、
漁
業
調
整
委
員
会
を
通
じ
て

礁
業
関
係
者
の
意
見
を
反
映
す
る
制
度
が
す
で
に
長
年
運
用
さ
れ
て
き
た
が
、
水
域
の
持
続
的
か
つ
高
度
な
利
用
と
い
う
最
近
の
課
題
の

も
と
で
は
、

さ
ら
に
、
漁
業
者
の
合
意
に
珪
づ
く
自
じ
的
な
漁
業
管
理
の
促
進
が
と
く
に
屯
視
さ
れ
て
い
る
。
水
産
資
源
は
多
岐
に
わ
た

り
、
地
域
や
対
象
種
ご
と
に
様
々
な
漁
法
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
資
源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
の
に
適
切
な
漁
業
管
理
を
行
う

た
め
に
は
、
樵
船
隻
数
・
規
模
の
制
限
、
採
業
区
域
・
期
間
の
規
制
等
の
公
的
な
挽
業
悴
理
だ
け
で
は
不
|
分
で
あ
る
。
最
も
利
雪
関
係

の
深
い
漁
業
者
の
意
見
を
反
映
し
、

考
察
と
提
言

か
つ
地
域
の
具
体
的
状
況
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
漁
業
者
の
合
意
に
韮
づ
く

つ
く
り
育
て
る
曲
業
の
う
ち
、
栽
培
旅

こ
の
秩
庁
を
前
提
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

旅
業
法
に
止
づ
い
て
都
道
府
県
知
巾
の
免
叶
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
曲
業
権
、
じ
務
大
臣
又
は
都
道
府
県

二
_, → 

/¥ 
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自
主
的
な
漁
業
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
促
進
す
る
制
度
が
、
漁
業
者
団
体
又
は
挽
業
者
に
よ
る
資
源

管
理
協
定
、
油
業
協
同
組
合
の
組
合
員
が
遵
守
す
べ
き
資
源
管
理
規
程
、
及
び
樵
業
協
同
組
合
又
は
樵
業
協
同
組
合
連
合
会
と
遊
漁
案
内

業
者
又
は
遊
漁
者
団
体
と
の
間
の
漁
場
利
用
協
定
で
あ
る
。

自
主
的
な
樵
業
管
理
は
、
法
的
規
制
よ
り
も
厳
し
い
内
容
を
多
く
含
み
、
操
業
秩
庁
の
維
持
、
油
獲
積
の
安
定
、
漁
業
経
常
の
安
定
な

ど
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
漁
獲
は
広
い
水
域
で
、

か
つ

1
視
が
困
難
な
紺
中
で
行
わ
れ
る
の
で
、
秩
庁
の
糾
持
を
関
係
旅
業
者
白
ら
の

意
思
に
基
づ
く
拘
束
と
相
互
監
視
に
依
存
す
る
必
要
の
度
合
が
高
い
。

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

水
産
資
源
の
保
護
と
環
境
保
全

二
七

そ
の
意
味
で
も
漁
業
者
の
合
意
に
枯
づ
く
管
理
を
充
実
さ
せ
て
い

そ
の
た
め
の
漁
業
者
の
組
織
化
と
相
吐
協
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
水
域
の
持
続
的
か
つ
高
度
な
利
用
に
と
っ
て
は
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
洵
洋
生
物
資
源
の
適
切
な
管
理
と
合
理
的
利
川
が

菫
要
で
あ
る
。
漁
業
は
、
本
来
、
生
物
の
持
つ
再
生
産
機
能
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
産
業
で
あ
る
か
ら
、
樵

獲
対
象
の
生
物
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
の
水
生
生
物
を
も
保
存
す
る
こ
と
や
、
漁
獲
対
象
に
な
る
生
物
が
生
存
す
る
海
洋
環
境
を
良
好

に
保
存
し
て
い
く
こ
と
が
、
漁
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
卜
か
ら
も
き
わ
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
。

環
境
保
全
に
関
す
る
法
制
度
は
環
境
基
本
法
を
韮
本
に
し
た
一
群
の
法
令
か
ら
な
り
、
漁
業
に
関
す
る
法
制
度
と
は
別
の
系
統
の
も
の

で
あ
っ
て
、
た
だ
水
環
境
、
沿
印
洵
域
の
自
然
環
境
、
な
い
し
漁
場
の
保
全
の
間
題
に
お
い
て
関
連
し
合
う
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

環
境
の
保
全
が
挽
業
に
お
い
て
い
っ
そ
う
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
環
境
保
全
の
た
め
の
制
度
を
挽
業
に
関

す
る
法
制
度
の
中
に
積
極
的
に
位
附
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
で
に
、
保
設
水
而
の
制
度
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
泌
場
、

干
潟
等
、
浅
海
に
お
け
る
水
生
生
物
の
再
生
産
に
と
っ
て
重
要
な
場
を
保
全
又
は
造
成
す
る
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
 

ま
た
、
水
産
資
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が
必
要
で
あ
る
。
日
本
の
挽
業
に
関
す
る
法
制
度
は
、

以

L
の
よ
う
な
水
域
の
利
用
・
竹
理
に
つ
い
て
は
、

漁
民
と
住
民
の
じ
体
性
が
四
店
~
さ
れ
、
そ
の
利
益
の
調
柏
と
実
現
の
た
め
に
行
政

手
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

意
に
基
づ
く
自
主
的
な
礁
業
管
則
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

水
産
資
源
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
漁
業
以
外
の
水
而
利
用
、
た
と
え
ば
川
排
水
、
罪
立
、
砂
利
採
取
、
航
路
な
ど
の
廂
業
卜
の
利
川
、

生
活
排
水
、
多
様
な
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ン
グ
な
ど
）
を
規
制
し
、
そ
れ
ら
陸
じ
の
産
業
と
ぃ
巾
民
に
よ
る
利
用
と
油
業
と
の
調
整
を
図
る
必
嬰
が
あ
る
。
市
民
に
よ
る
水
面
の
利
川

に
は
、
最
観
の
保
全
、

そ
の
他
の
環
境
保
全
も
含
ま
れ
る
。
水
産
資
諒
の
保
虚
は
環
境
保
全
の
二
環
で
あ
る
が
、
挽
業
の
利
益
は
常
に
悶

境
保
全
の
利
益
と
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
環
境
保
全
の
た
め
に
挽
業
が
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
側
圃
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
水
面
利
用
が
特
に
裔
度
で
あ
る
瀬
戸
内
悔
地
域
で
は
、
瀬
戸
内
而
環
境
保
仝
椙
附
法
に
よ
る
総
合
的
な
利
川
の
調
整
が
図
ら
れ
て

ヽ

お
り

そ
の
調
整
が
い
っ
そ
う
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
沿
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
惰
よ
れ
る
。

(
3
)
結
論

が
適
切
に
機
能
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

民
、
住
民
等
の
利
害
関
係
者
と
行
政
担
胄
者
が
科
学
者
の
援
助
を
得
て
、
水
域
の
利
用
・
管
理
に
関
す
る
事
実
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
な
水
域
の
利
川
・
管
則
の
統
括

(
g
o
v
e
r
n
a
n
c
e
)
に
と
っ
て
釘
益
な
示

唆
を
我
々
に
与
え
て
い
る
が
、
同
時
に
、

そ
の
水
域
の
利
用
・
管
罪
が
持
続
rlJ
能
な
発
展
を
確
保
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
漁

そ
の
た
め
に
、
我
々
は
い
く
つ
か
の
提
言
を
し
た
。

な
お
多
く
の
改
善
さ
れ
る
べ
き
間
題
点
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
提
[rt

は
、
現
在
の
法
律
学
で
許
通
に
な
さ
れ
て
い
る
思
考
に
よ
る
整
坪
と
分

（
遊
漁
、

ヨ
ッ
ト
、
水
じ
オ
ー
ト
バ
イ
、

ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
、

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

源
の
保
護
は
環
境
保
全
の
一
環
で
あ
り
、

か
つ
漁
業
に
と
っ
て
き
わ
め
て
屯
要
な
課
題
で
あ
る
か
ら
、
樵
民
は
環
燒
保
全
の
屯
要
な
担
い

そ
の
た
め
に
も
、
訛
民
が
水
而
利
川
秩
序
を
形
成
す
る
‘E
体
者
で
あ
る
こ
と
を
怖
く
自
訊
し
、
合

-
＼
 

一
；
）
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油業を+とする水域(})利川と環境保全に関する法のあり方(.LIi! . 中山・田中）

る゚ 漁
業
権
は
、

(
l
)
 

析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

1

1

3

 

―-
J
 

そ
れ
に
加
え
て
、
後
述
の
補
論
で
示
す
よ
う
に
、
新
し
い
観
点
か
ら
漁
民
と
住
民
の
権
利
を
構
成
す
る
こ
と

水
面
利
用
秩
序
は
、
挽
業
者
の
合
意
に
韮
づ
く
自
主
的
な
漁
業
管
理
を
促
進
す
る
と
と
も
に
環
境
保
全
の
た
め
の
制
度
を
積
極
的
に
位

置
づ
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
、

漁
業
に
関
す
る
水
面
利
用
秩
序
は
行
政
庁
の
公
的
規
制
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、

秩
序
を
形
成
す
る
じ
体
者
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
て
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

漁
業
に
関
す
る
権
利
が
適
切
に
構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

漁
業
権
の
内
容
の
捉
え
直
し

か
つ
構
成
さ
れ
虹
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
定
範
囲
の
公
打
水
面
を
一
定
の
漁
業
の
日
的
で
利
川
で
き
る
権
利
で
あ
り
、
特
定
の
者
が
他
の
者
を
排
除
し
て
特
定
の

物
を
支
配
で
き
る
と
い
う
物
権
の
性
質
を
備
え
て
い
る
。
物
権
に
特
打
の
こ
の
排
他
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
定
置
油
業
権
と
区
画
漁
業

権
に
つ
い
て
は
、
権
利
者
が
長
期
間
憔
具
や
施
設
に
よ
っ
て
一
定
の
水
血
を
独
占
し
な
け
れ
ば
経
営
が
成
り
立
た
な
い
た
め
で
あ
り
、
共

同
憔
業
権
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
水
面
で
特
定
の
洲
業
を
行
え
る
者
を
特
定
の
樵
業
協
詞
糾
合
の
組
合
員
に
限
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ

挽
業
権
は
、
権
利
者
が
一
定
の
内
容
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
投
殖
と
い
う
勲
業
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
内
容
を
持

四

補

論

11
水
面
に
関
す
る
漁
民
と
住
民
の
権
利

も
、
試
み
る
価
値
が
あ
ろ
う
。

そ
の
秩
序
の
形
成
に
は
、
憔
民
が
水
面
利
用

15~3 ----439 (香法'95)
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あ
る
。

水
面
を
共
同
利
用
す
る
漁
民
の
権
利
の
確
立

つ
。
従
来
の
学
説
は
、
油
業
権
に
よ
る
水
血
の
支
配
と
い
う
概
念
の
も
と
に
、
こ
の
漁
業
行
為
だ
け
を
考
慮
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

水
産
動
植
物
を
水
面
に
適
切
に
確
保
す
る
こ
と
と
、
漁
場
環
境
を
水
産
動
柏
物
の
生
息
に
適
し
た
状
態
に
保
つ
こ
と
も
水
而
の
支
配
に
含

ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

漁
業
権
の
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
、
権
利
者
は
そ
の
侵
由
り
の
防
止
や
排
除
を
侵
古
者
に
対
し
て
請
求
で
き
る
。
挽
業
権
の
客
休
で
あ
る
水

面
で
、
権
利
者
以
外
の
者
が
漁
業
権
所
定
の
水
産
動
植
物
を
漁
業
権
所
定
の
方
法
で
採
捕
又
は
蓑
殖
し
た
り
、
そ
の
他
の
方
法
で
油
業
者

の
漁
業
行
為
を
妨
害
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
水
質
汚
濁
や
水
面
の
罪
立
に
よ
っ
て
水
産
動
植
物
の
生
育
条
件
を
悪
化
さ
せ
、
藻
場
・
干

潟
な
ど
を
府
っ
た
り
し
て
、
権
利
者
の
油
獲
状
況
を
悲
化
さ
せ
る
こ
と
も
、
油
業
権
の
佼
t
r
に
中
ー
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
ら

に
、
漁
業
権
の
客
体
以
外
の
水
面
で
行
な
わ
れ
る
水
産
動
柏
物
の
過
刺
な
採
捕
、
水
質
汚
濁
、
水
而
の
埋
立
も
、
権
利
者
の
煎
獲
状
況
の

悪
化
を
直
接
に
招
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
挽
業
権
の
侵
t
り
に
賃
た
る
と
杓
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
水
刷
が
相
吐
に
連
続
し
合
い
、
水
と
水
庁

動
植
物
が
そ
の
間
を
流
動
す
る
結
果
と
し
て
、
各
水
面
の
漁
業
は
他
の
水
而
の
水
廂
資
諒
と
環
境
の
あ
り
方
に
強
く
影
郷
匹
さ
れ
る
か
ら
で

漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
が
持
つ
油
業
を
営
む
権
利
の
内
容
も
同
様
で
あ
る
。
挽
業
協
同
糾
合
が
持
つ
特
定
区
両
挽
業
権
、
共
同
漁
業

権
又
は
入
漁
権
の
利
益
の
実
質
的
な
帰
属
者
は
、
組
合
員
で
あ
る
各
挽
民
で
あ
る
。
各
旅
民
こ
そ
が
そ
の
よ
う
な
内
容
の
水
面
支
配
を
す

る
権
利
を
持
っ
て
お
り
、
多
数
の
旅
民
の
そ
の
樵
業
を
常
む
権
利
を
全
員
の
意
思
に
韮
づ
い
て
調
幣
し
確
保
す
る
た
め
に
、

業
権
又
は
入
旅
権
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
憔
業
権
や
漁
業
を
営
む
権
利
に
韮
づ
か
な
い
旅
業
は
、
行
政
庁
の
許
可
を
得
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
物
権
の
性
質
を
持
た
な
い
。

[
 
1
0
 そ

れ
ら
の
漁
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漁（策をtとする水域の利用と環境保全に関する法のあり方（日II• 中山・ Ill中）

数
の
権
利
者
の
意
思
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

よ
り
具
体
的
に
二
．
口
え
ば
、

慣
行
と
し
て
の
利
用
が
そ
れ
に
中
ー
り
、

関
係
権
利
者
全
員
に
よ
る
決

等
の
自
然
公
物
に
つ
い
て
交
通
、

一
般
的
に
公
有
水
面
、
自
然
洵
浜
、
岩
礁
、
森
林

し
か
し
、
水
産
資
源
の
枯
渇
を
も
た
ら
す
よ
う
な
乱
獲
、
油
業
に
悪
影
瞥
を
与
え
る
水
質
汚
濁
、
あ
る
い
は
藻
場
・
干
潟
を
奪
う
埋
立
が

な
さ
れ
た
場
合
は
、
物
権
を
持
た
な
い
漁
民
も
そ
の
行
為
の
排
除
又
は
予
防
を
請
求
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
る

か
し
、
こ
の
利
益
も
一
定
の
定
刑
的
な
内
容
を
持
ち
法
的
に
保
設
を
受
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
水
面
を
共
同
利
用
す
る
漁
民
の
権
利
が
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

樵
民
は
多
種
多
様
な
漁
業
行
為
を
行
う
こ
と
を
中
心
と
し
て
、
広
い
範
囲
の
水
而
を
共

Ir
で
利
川
し
て
お
り
、
漁
業
自
由
の
原
則
は
こ

の
共
同
利
用
を
法
律
上
足
認
す
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
こ
の
利
川
の
利
益
は
、
他
の
者
に
よ
る
同
一
内
容
の
利
川
を
排
除
し
て
得
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
者
と
共
同
し
て
店
受
で
き
る
と
い
う
公
共
的
な
性
質
を
持
つ
点
で
物
権
と
は
大
き
く
相
違
す
る
。
し

一
種
の
権
利
と
し
て
構
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
権
利
の
内
容
を
な
す
水
面
利
用
に
は
、
水
産
動
柏
物
を
水
面
に
適
切
に
確
保
す
る
こ
と
と
、
挽
場
環
境
を
水
産

動
植
物
の
生
息
に
適
し
た
状
態
に
保
つ
こ
と
を
も
含
む
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
侵
屯
rt

す
る
行
為
は
権
利
を
侵
屯
り
す
る
も
の
と
し
て
排
除
又
は

予
防
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
共
同
利
用
権
は
、
挽
業
を
内
容
と
す
る
水

lIO
の
利
用
権
だ
け
で
な
く
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
景
観
鑑
賞
、
学
術
等
、
多
種
多
様
な
日
的
で
行
わ
れ
る
利
川
に
つ
い
て
も
認
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
自
然
公
物
利
川
権
と
よ
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
大
気
、
水
、
上
な
い
し
地
盤
と
い
う
人
の
生
活
環
境
の
要

素
の
利
用
を
目
的
と
す
る
共
詞
利
川
権
と
と
も
に
、
環
境
権
の
一
種
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
環
境
権
は
、
し
ば
し
ば
「
良
い
環

境
を
享
受
し
、
か
つ
こ
れ
を
支
配
で
き
る
権
利
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
環
境
を
共
同
で
利
川
す
る
と
い
う
内
容
を

Fn視
す
る
な
ら
ば
、
む

し
ろ
「
他
の
多
数
の
人
々
に
よ
る
同
一
の
利
用
と
共
存
で
き
る
内
容
を
も
っ
て
、
か
つ
共
存
で
き
る
方
法
で
、
各
個
人
が
特
定
の
環
境
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
ー
と
定
義
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
権
利
の
内
容
で
あ
る
利
川
の
具
体
的
な
内
容
と
方
法
は
、
多
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が
そ
の
水
面
に
つ
い
て
全
而
的
に
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
樵
業
権
と
許
nJ
漁
業
は
、
油
業
生
産
力
の
維
持
発
展
の
た
め
に
必
要
な
水

産
資
源
と
環
境
を
担
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
を
、
自
然
公
物
利
用
権
に
よ
っ
て
％
然
に
受
け
る
。
自
然
公
物
利
川
権
は
も
ち
ろ

ん
、
物
権
の
性
格
を
持
つ
樵
業
権
も
、
他
の
水
面
に
お
け
る
樵
業
の
状
況
を
悲
化
さ
せ
る
よ
う
な
水
産
動
植
物
の
過
剰
な
採
捕
や
旅
場
環

境
の
改
変
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
を
伴
う
の
で
あ
る
。

漁
民
が
、
法
律
で
明
ポ
さ
れ
た
旅
業
権
や
漁
業
を
営
む
権
利
だ
け
で
な
く
、
憔
業
に
つ
い
て
水
面
を
共
同
で
利
用
す
る
権
利
を
持
つ
こ

と
を
認
識
す
れ
ば
、
自
己
が
水
面
利
用
秩
序
を
形
成
す
る
主
体
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
そ
う
強
く
白
訊
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

の
水
面
に
お
け
る
自
然
公
物
利
用
権
の
内
容
が
制
限
さ
れ
、

多
く
の
漁
氏
の
樵
業
行
為
が
制
約
を
受
け
る
。

し
か
し
、

そ
れ
ら

自
然
公
物
利
川
権

特
定
の
者
に
漁
菜
権
が
免
許
さ
れ
又
は
派
業
が
謹
nJ
さ
れ
る
と
、

そ
の
特
定
の
者
に
特
別
い
利
益
が
与
え
ら
れ
る
平
面
で
、

そ
の
対
象

ー

}5ii
ー

ー

、v
i
4
1
.

定
で
権
利
内
容
が
変
更
さ
れ
う
る
。
権
利
内
容
変
吏
の
決
定
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
関
係
権
利
者
全
員
の
参
加
が
保
障
さ
れ
た
行
政
手

挽
場
叶
両
の
決
定
、
旅
業
権
の
免
許
、
油
策
の
許
nJ
笠
で
な
さ
れ
る
漁
業
調
幣
や
、
主
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
れ
の
命
令
の
制
度
、

漁
業
調
整
委
員
会
の
指
ぷ
の
制
度
は
、
た
ん
に
漁
業
権
又
は
許
l
l
J
挽
業
の
内
容
を
定
め
る
行
政

F
続
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
よ
う
な
自
然
公
物
利
川
権
の
内
容
を
確
認
し
又
は
内
容
の
変
更
を
決
定
す
る
と
い
う
行
政

F
続
の
息
味
を
持
つ
と
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
は
、
自
然
公
物
利
川
権
の
佼
t
［
の
排
除
又
は

f
防
を
筒
易
か
つ
迅
速
に
実
現
す
る
趣
旨
を
含
む
と
罪
解
す
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
詞
度
の
州
川
に
中
ー
た
っ
て
は
実
際
に
狐
民
の
怠
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

そ
の
連

用
が
不
甘
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
広
範
な
挽
民
が
権
利
者
の
立
場
か
ら
そ
の
是
正
を
求
め
て
行
政
訴
訟
を
提
起
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
公
物
利
川
権
に
適
切
な
配
尉
を
し
な
か
っ
た
公
打
水
間
の
坪
立
免
許
に
対
し
て
は
、
広
範
な
挽
民
が

の
利
益
を
有
す
る
者
」
と
し
て
取
泊
訴
ふ
を
提
起
す
る
た
め
の
原
告
適
格
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

続
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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護
を
受
け
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

公
共
用
水
面
で
は
、
漁
菜
以
外
に
、
交
通
、

(
3
)
 
自
然
公
物
利
用
権
の
確
立
と
調
整

の
権
利
は
漁
業
行
為
を
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
憔
業
生
産
力
の
維
持
発
展
の
た
め
に
必
要
な
水
産
資
源
と
環
境
を
保
令
す
る
こ
と
を
も

権
利
の
内
容
に
含
み
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
水
産
資
源
と
環
境
を
保
全
す
る
義
務
を
伴
う
こ
と
を
挽
民
が
理
解
す
れ
ば
、
憔
民
は
水
産
資

源
と
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
っ
と
積
極
的
に
協
力
し
合
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
ヽ
じ
的
な
漁
業
管
理
が
い
っ
そ
う
促
進
さ

れ
、
か
つ
、
環
境
保
全
の
た
め
の
制
度
が
大
い
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、

る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
す
べ
て
の
住
民
の
共
同
利
用
に
適
し
た
内
容
の
も
の
は
、
自
然
公
物
利
用
権
に
属
す
る
も
の
と
し
て
判
然
に
法
的
保

漁
業
権
、
漁
業
を
営
む
権
利
、
及
び
憔
業
に
関
す
る
水
面
の
共
同
利
用
権
は
、
共
同
利
用
に
適
し
た
良
好
な
水
面
環
境
を
保
全
す
る
こ

と
を
権
利
の
内
容
に
含
む
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
自
然
公
物
利
用
権
の
内
容
と
共
通
す
る
た
め
、
調
和
し
合
う
が
、
漁
業
行
為
と
い
う
内
容

で
は
そ
れ
ら
と
対
立
す
る
点
が
少
な
く
な
く
、
相
互
の
利
益
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
利
益
調
整
は
、
現
行
法
で
定
め
ら
れ
た
漁
業
調
整
の
制
度
で
考
慮
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
屯
要
な
働
き
を
す
る
漁
業
調
柏

委
員
会
は
漁
民
委
員
の
比
重
が
大
き
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
樵
業
利
益
を
優
遇
し
過
ぎ
る
調
賠
に
な
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
適
切
な
利
益
調
整
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
漁
業
を
超
え
た
よ
り
麻
次
の
観
点
か
ら
の
利
益
調
幣
を
容
易
に
す
る
行
政
手
続
の

制
度
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
手
続
が
自
然
公
物
利
用
権
の
権
利
者
で
あ
る
住
民
の
参
加
と
意
見
の
曹
巾
を
保
障
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
で
に
旅
場
利
用
協
定
の
制
度
が
あ
る
が
、
そ
の
種
の
制
度
を
い
っ
そ
う

整
備
充
実
す
る
こ
と
も
望
ま
れ
る
。

と
期
待
で
き
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
景
観
鑑
貨
、
学
術
等
、
多
種
多
様
な
日
的
の
利
川
も
行
わ
れ
て
い

三
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七
―
・
一
貞
以
下

:
•
1
E
q
u
4
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j

、
。

ー
一
＞
P
F
l

1
n当．

i
"
L
7
l
 

i

l

i

l

1

)

。

(
H叶
‘
t
ー一

(
l
)

「
図
説
樵
業
白
書
（
平
成
六
年
度
版
）
」
平
成
六
年
度
旅
業
の
動
向
に
関
す
る
年
次
報
告
：
一
、

(
2
)

前
掲
、
図
説
―
-
＿
頁
、
年
次
報
告
一
四
四
＇

I
-
四
七
頁
。

(
3
)

前
掲
、
年
次
報
告
一
―
-
|
-
―
九
、
一
四
四
貞
。

(
4
)

平
山
信
夫
編
云
資
源
管
理
刑
樵
業
|
ー
そ
の
手
法
と
考
え
方
」
(
-
九
九
一
年
）
一
一
頁
以
下
（
長
谷
川
彰
）
、

(
5
)

「
図
説
樵
業
白
書
（
平
成
六
年
度
版
）
」
年
次
報
告
一
て
五
ー
一
三
七
、
一
四
五
ー
一
四
六
貞
。

(
6
)

前
掲
、
年
次
報
告
一
三
八
ー
一
四
二
頁
。

(
7
)

既
に
、
中
山
充
盃
叫
業
権
に
よ
る
水
産
賓
源
の
保
誕
と
環
境
権
」
香
川
法
学
一
1

:

]

巻
四
号
（
：
九
九
四
年
）
二
旦
以
ド
、
上
田
折
也
1
1

中
山
充
1
1

田
中

教
雄
ぶ
佃
業
の
現
況
と
水
産
資
源
の
保
護
・
培
韮
に
関
す
る
諸
制
度
ー
香
川
法
学
一
四
巻
一
号
（
一
九
九
四
年
）
六
五
頁
以
下
、
田
中
教
雄
「
資
源
笠

理
型
樵
業
の
実
態
と
問
題
点
」
香
川
法
学
一
五
巻
一
号
(
-
九
九
五
年
）
一
頁
以
ド
、
上
川
村
也
「
香
川
11小
に
お
け
る
資
源
竹
罪
刑
漁
業
に
つ
い
て
」

香
川
法
学
一
五
巻

1

号
五
五
貞
以

F
を
発
表
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
の
後
の
調
在
・
検
詞
を
加
え
た
研
究
の
総
ま
と
め
の
意
味
を
持
つ
。
な
お
、
瀬

戸
内
海
水
庁
環
境
研
究
会
全
体
の
報
告
内
に
も
、
本
稿
と
は
別
個
の
研
究
成
果
と
し
て
「
水
所
資
源
の
保
護
と
樵
業
の
振
興
に
関
す
る
法
制
度
ー
を
発

表
す
る

f
定
で
あ
る
。

(
8
)

漁
業
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
中
山
・
前
掲
゜

(
9
)

資
源
管
理
刑
樵
業
に
つ
い
て
は
、
田
中
・
前
掲
、
及
び
上
川
・
前
掲
。

(10)

環
境
庁
企
画
調
幣
局
「
環
境
韮
本
社
画
」
(
-
九
九
四
年
）
：
・
一
て
ー

1

；
八
頁
。

(11)

前
掲
五
五
ー
五
六
頁
。

(12)

前
掲
七
一
貞
。

(13)

瀬
戸
内
洵
水
産
環
境
研
究
会
仝
体
の
報
告
内
に
掲
載
さ
れ
る

f
定
の
、
前
掲
「
水
酢
資
源
の
保
設
と
称
業
の
振
興
に
関
す
る
法
制
度
」
に
お
け
る
法
制

度
の
評
価
と
同
旨
で
あ
る
。

(14)

「
図
説
挽
業
白
円
（
平
成
六
年
度
版
）
」
年
次
報
告
ー
ニ
．
頁
。

(15)

前
掲
、
年
次
報
告
一
三
六
頁
。

(
1
6
)同
旨
、
中
山
・
前
掲
、
同
「
環
境
の
共
詞
利
川
と
漁
業
権
」
日
本
上
地
法
学
会
『
粕
業
権
・
行
政
指
導
•
生
産
緑
地
法

9
（
一
九
九
五
年
）
一
九
頁
以
下
。

(17)

環
境
権
に
つ
い
て
は
、
中
山
充
「
環
境
権
ー
環
境
の
共
同
利
用
権
（
一
）
I

ー
（
四
・
完
）
」
香
川
法
学
―

0
巻
一
五
万
一
貞
以
下
、
二
号
一
五
五
頁
以
下
、

―
一
巻
二
号
一
貞
以
下
、
一
三
巻
一
号
五
九
貞
以
下
(
-
九
九

O
I九
二
年
）
、

N
a
k
a
y
a
m
a
.
M
.
,
 E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 R
i
g
h
t
s
 in 
J
a
p
a
n
,
 A
b
s
t
r
a
c
t
s
 

of t
h
e
 S
e
c
o
n
d
 International C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 o
n
 t
h
e
 E
M
E
C
S
 (1
9
9
3
)
,
 
p
 52
.
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